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十三周年に寄せて
祭文／台湾訪問の旅　訪台者一覧
一目でわかる訪問先・交歓先
訪問先・交歓先一覧(第1次～第13次)
台湾訪問の旅　帰朝報告
台湾訪問の旅　紀行文集(抄)
知られざる｢神蹟の遺跡｣
中華民國外交部・台日文化經濟協會・
台中市政府表敬訪問
結団式・壮行会～帰朝報告会・新年会
台湾特別講演会

第1次訪問旅行（3.6～3.9、23名）
※「結団式・解団式」含む...1
ライセンスメイトにて連載開始...2
慰霊祭参加（台中・宝覚寺、11.24～11.26、2名）...3
第2次訪問旅行（11.23～11.26、17名）
※「結団式・解団式」含む...4　
読売新聞に一面広告掲載...5
第3次訪問団結団式・壮行会（平和樓本店60名）...6
第3次訪問旅行（11.23～11.26、38名）....7
第3次訪問団解団式・報告会（平和樓本店50名）...8
訪問団ホームページ開設...9
許國雄先生告別式参列（高雄・徳生長老教会、6.7
～6.9、1名）...10
産經新聞に見開広告掲載...11
全国の学校（8,443校）にパンフレットを郵送し、
台湾への修学旅行先選定を呼びかける
※全国の高等学校5,054校、県内の保育園から大
学まで3,389校...12
第4次訪問団結団式・壮行会（平和樓本店73名）...13
台湾中日海交協会（胡順来会長以下16名）歓迎晩
餐会（台湾18名）...14
第4次訪問旅行（11.23～11.26、38名）...15
第4次訪問団解団式・報告会（平和樓本店48名）...16
第1回台湾特別講演会・懇親会（アーバン・オフィス
天神　講演会134名／懇親会36名）
山口秀範先生（国民文化研究会事務局長）「台湾に
根づく日本精神―六士先生を中心に」...17
第5次訪問団結団式・壮行会（平和樓本店56名）...18
第5次訪問旅行（11.23～11.26、23名）...19
第5次訪問団解団式・報告会（平和樓本店35名）...20
第1回台湾シリーズ放送（FM-MiMi日曜討論、
2.22～3.28、6回）...21
台中市日本文化協會（鐘子桓氏以下3名）来訪...22
第2回台湾特別講演会・懇親会（講演会　アーバ
ン・オフィス天神83名／懇親会　花万葉54名）
張国興先生（久留米大学法学部教授）「台湾の現状
―総統選挙を中心に」...23
沈・呉ご夫妻来訪...24
台湾福祉実習団（陳徹氏以下8名）来訪...25
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第6次訪問団結団式・壮行会（アーバン・オフィ
ス天神6名）...26
第6次訪問旅行（11.23～11.26、8名）...27
第2回台湾シリーズ放送（FM-MiMi日曜討論、
12.26～H.17.1.2、2回）...28
第6次訪問団解団式・報告会（平和樓本店30名）...29
第3回台湾特別講演会・懇親会（講演会　テルラホ
ール100名／懇親会　チャタムダイニング70名）
黄文雄先生（文明史家）「反日教育を煽る中国の大
罪―中国が反日・仇日に転じた本当の理由」...30
第7次訪問団結団式・壮行会（平和樓本店51名）...31
何・陳 ご夫妻歓迎晩餐会（平和樓本店16名）...32
第7次訪問旅行（11.23～11.26、20名）...33
第3回台湾シリーズ放送（FM-MiMi日曜討論、
1.8、1回）...34
第7次訪問団解団式・報告会（テルラホール38名）
※「森晴治顧問を偲ぶ会」兼ねる...35
第4回台湾特別講演会・懇親会（講演会　アーバン・オ
フィス天神 156名／懇親会　テルラホール67名）
黄文雄先生（文明史家）「台湾・中国が衝突する日
ーこれからの台・中・日・米関係の徹底分析」...36
旅程説明会（アーバン・オフィス天神26名）
第8次訪問団結団式・壮行会（テルラホール70名）...37
役員・班長会（アーバン・オフィス天神6名）...38
第8次訪問旅行（11.23～11.26、35名）...39
第4回台湾シリーズ放送（StyleFM日曜討論、
1.7、1回）...40
第8次訪問団解団式・報告会（平和樓本店68名）...41
第5回台湾特別講演会・懇親会（講演会　エルガー
ラホール 218名／懇親会　てら岡53名）
黄文雄先生（文明史家）「増大する覇権主義中国の軍
事的脅威ー日台はいかに対応すべきか？」...42
フクニチ住宅新聞で「台湾の国連加盟」支援広
告掲載...43
台湾双十節式典参加（ホテルオークラ10名）...44
旅程説明会（平和樓本店19名）、第9次訪問団結団
式・壮行会（平和樓本店49名）...45
第9次訪問旅行（11.23～11.26、25名）...46
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台北駐福岡經濟文化辦事處　周碩穎處長送別会
（団長宅12名）．．．81
産經新聞で「日台の生命の絆死守せむと吾日本の
一角に起つ」意見広告掲載...82
台湾双十節式典参加（ホテルオークラ12名）．．．83
台北駐福岡經濟文化辦事處　曾念祖處長歓迎会
（松幸26名）．．．84
旅程説明会（平和樓本店21名）
第12次訪問団結団式・壮行会（平和樓本店63名）．．．85
第12次訪問旅行（11.22～11.26、46名）(A班11.22
～26  35名、B班11.24～26  11名)...86
第12次訪問団解団式・報告会（平和樓本店65名）．．．87
台北駐那覇經濟文化辦事處　粘信士處長表敬訪
問（3.15～3.16、4名）．．．88
第８回台湾シリーズ放送（スタジオ日本 日曜討
論、4.3～5.8、6回）...89
産經新聞で「原台湾人元日本兵軍人軍属戦没者大
慰霊祭で奏上された祭文」意見広告掲載...90
産經新聞で「日本の為に従軍して戦死された台湾
人の慰霊に参加するのは日本人の義務である」意
見広告掲載...91
第9回台湾特別講演会・懇親会（福岡ガーデンパレ
ス　講演会159名／懇親会71名）
黄文雄先生（文明史家）「中国が沖縄を獲る日－中
国の｢千船保釣｣を打ち砕こう!」...92
産經新聞で「奉納した龍柱と銘板に感動」意見広
告掲載...93
フクニチ住宅新聞で「中華民國(台湾)の『国際民間
航空機関』(ICAO)への参加の支援を!」支援広告掲
載...94
産經新聞で｢真実で尊い行動は必ず継続される｣
意見広告掲載...95
産經新聞で｢台湾との絆の強化は日本再生への道｣
意見広告掲載...96
産經新聞で｢魂の奥の不思議なふれあいを感じる
唯一の国・台湾｣意見広告掲載...97
台湾双十節式典参加(ホテルオークラ15名)...98
産經新聞で｢台湾での新発見、そして再発見｣意見
広告掲載...99
旅程説明会(平和樓本店26名)第13次訪問団結団
式・壮行会(平和樓本店67名)...100
産經新聞で｢日本人は真の親日国家である台湾を
見誤ることなかれ｣意見広告掲載...101
台北駐福岡經濟文化辦事處　曾念祖處長主催懇
親会（鴻臚6名）...102
第13次訪問旅行（11.22～11.26、45名）(A班
11.22～26 38名、B班11.24～26 7名）...103
産經新聞九州総局　野口裕之総局長を囲む会（セ
ントラルホテル10名）...104
産經新聞で｢日本語世代の方はかけがえのない日
本の宝です｣意見広告掲載...105
中華民國建国満100年祝賀式典参加（ホテルオー
クラ1名）...106
台北駐福岡經濟文化辦事處　曾念祖處長謝恩新
年会（千羽鶴6名）...107
第13次訪問団解団式・報告会（平和樓本店65名）
...108
産經新聞で｢日本人のアイデンティティを取り戻す
巡礼の旅｣意見広告掲載...109
産經新聞で｢この度の総統選挙のご当選、誠にお
めでとうございます。心よりお祝い申し上げます。｣
意見広告掲載...110
産經新聞で｢原台湾人元日本兵軍人軍属戦没者大
慰霊祭で奏上された祭文｣意見広告掲載...111
第９回台湾シリーズ放送（スタジオ日本 日曜討
論、4.1～5.6、6回）...112
産經新聞で｢第10回台湾特別講演会｣意見広告掲
載...113
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第9次訪問団解団式・報告会（平和樓本店51名）...47
第5回台湾シリーズ放送（StyleFM日曜討論、3.9
～4.13、6回）...48
フクニチ住宅新聞で｢台湾の世界保健機関加盟」
支援広告掲載...49
第6回台湾特別講演会・懇親会(福岡ガーデンパレ
ス　講演会123名／懇親会63名）
黄文雄先生(文明史家)｢日本人の道と精神(こころ)｣
清水馨八郎先生(千葉大学名誉教授)｢日本文化の
本質を知ろう－新『教育勅語』のすすめ」...50
台北駐福岡經濟文化辦事處　周碩穎處長主催懇
親会(平和樓本店７名)...51
フクニチ住宅新聞で｢台湾の国連専門機関参加｣
支援広告掲載...52
台湾双十節式典参加(ホテルオークラ15名)...53
旅程説明会(平和樓本店18名)
第10次訪問団結団式・壮行会(平和樓本店48名)
※「東京支部・台湾支部設立」兼ねる...54
第10次訪問旅行(11.22～11.26、31名)
( Ａ班11.22～26 19名、Ｂ班11.23～26、12名)...55
第10次訪問団解団式・報告会(平和樓本店64名)...56
第６回台湾シリーズ放送（StyleFM日曜討論、2.22
～3.29、6回）...57
台北駐福岡經濟文化辦事處　周碩穎處長主催懇
親会(平和樓本店8名)...58
フクニチ住宅新聞で｢台湾の世界保健機関加盟｣
支援広告掲載...59
台湾支部長(黄・葉ご夫妻)歓迎晩餐会(花万葉10名)...60
第7回台湾特別講演会・懇親会(福岡ガーデンパレ
ス　講演会170名／懇親会69名）
黄文雄先生(文明史家)｢台湾と日米中の現在と未
来－台湾と中国の最終戦争は避けられるのか？｣
柳原憲一先生(西日本台湾学友会会長)｢江見政治
と竹東大圳－今、甦る台湾水力発電の父｣...61
フクニチ住宅新聞で｢NHKは台湾人に謝罪を！｣意
見広告掲載...62
産經新聞で｢NHKは台湾人に謝罪を！｣意見広告掲載...63
フクニチ住宅新聞で第2回目の｢NHKは台湾人
に謝罪を！｣意見広告掲載...64
李登輝元総統お出迎え(福岡空港43名)...65
李登輝元総統お見送り(福岡空港26名)...66
産經新聞で第2回目の｢NHKは台湾人に謝罪を！｣
意見広告掲載...67
産經新聞で第3回目の｢NHKは台湾人に謝罪を！｣
意見広告掲載...68
旅程説明会(平和樓本店20名)
第11次訪問団結団式・壮行会(平和樓本店56名)...69
フクニチ住宅新聞で｢台湾の国連専門機関参加｣
支援広告掲載...70
産經新聞で｢台湾の国連専門機関参加｣支援広告掲載...71
第11次訪問旅行（11.22～11.26、30名）...72
産經新聞で｢原台湾人元日本兵軍人軍属戦没者大
慰霊祭で奏上された祭文」意見広告掲載...73
第11次訪問団解団式・報告会(平和樓本店61名)...74
産經新聞で「日華（台）親善友好慰霊訪問の旅・感
想文集」意見広告掲載...75
フクニチ住宅新聞で「日華（台）親善友好慰霊訪問
の旅・感想文集」意見広告掲載...76
第７回台湾シリーズ放送（StyleFM日曜討論、3.7
～4.11、6回）...77
林溪和先生告別式参列（台中・三一基督長老教会、
3.13～3.14、2名）...78
産經新聞で「明石元二郎台湾総督に対する福岡市
教育委員会の態度には愛国心が感じられません」
意見広告掲載...79
第8回台湾特別講演会・懇親会（福岡ガーデンパレ
ス　講演会172名／懇親会58名）
明石元紹先生（明石元二郎令孫・画家）黄文雄先生
（文明史家）
「郷土福岡が生んだ世界的英雄・偉人―明石元二
郎台湾総督の生涯」．．．80
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　日華 (台) 親善友好慰霊訪問団に

よる台湾慰霊訪問の旅が今年で14

年目を迎えられますこと心より敬

意を表します。小菅団長をはじめ

団員の皆様には、毎年欠かすこと

なく台湾へ出向かれ、現地での戦

没者への慰霊活動や家族(兄弟)交

流活動へご尽力戴いているのみな

らず、平素より日本と中華民國台

湾との友好親善に並々ならぬご支

援を賜っておりますことに敬意と

感謝を申し上げます。

　特に、昨年11月の第13次の台

湾ご訪問の折には、東日本大震災

に対する台湾の支援への感謝の気

持ちを実際の行動に移され、｢謝

謝臺灣　ありがとう台湾」という

横断幕を掲げて台湾を訪問され、

各地で感謝のイベントを催行され

ました。その模様は台湾の新聞や

テレビを通じて報道され、小菅団

長はじめ団員の皆様の真心が台湾

の民衆に伝わり、日本と中華民國

の両国国民の親善交流がより一層

深められましたことを大変嬉しく

感じております。

　今年は我が中華民國にとりまし

て、次の百年への新たな船出の年

でございます。日本と中華民國台

湾とは歴史的にも地理的にも強い

絆で結ばれています。これまで築

き上げてきたこの友好の絆は、い

つまでも太くて強いものであり、

これからお互いに信頼し、協力し

ていくことが不可欠と確信いたし

ます。今後ますます日本と台湾と

の友好の絆が強くなることを祈念

します。

　日華(台)親善友好慰霊訪問団の

皆様におかれましては、引き続き

我が国へのご支援とご協力を賜り

ますよう、よろしくお願い申し上

げます。

　結びに、日華(台)親善友好慰霊

訪問団のますますのご発展と、皆

様方のご健勝とご多幸を心からお

祈り申し上げます。

　訪問団の皆様を接待させて頂き、
またインターネットの日曜討論番
組やライセンスメイトを拝見する
たびに心のこもった編集に夫婦と
もども大変感動しております。団
員の皆様には、数年一日の如く英
霊の慰霊のため台湾を訪問され敬
意を表します。団員の皆様の大半
は年配者であるため、5日間ある
いは3日間の行程は体にこたえる
と存じますが、ご英霊に対する尊
敬の気持ちや台湾を愛してやまな
いお気持ちや日台間の真摯な友情

を感じております。毎年、皆様と
お会いするときはとても心温まり
感謝の気持ちが湧いてきます。こ
れはきっとご英霊のお陰だと思っ
ております。また同時に歴史を超
えご英霊とのご縁を今に伝えてい
くことはとても得難いことだと思
っております。
　今年6月の台湾特別講演会にご
招待戴き、また日本で皆様とお会
い出来ることをとても楽しみにし
ております。娘の楷 が永年、日
本で勉強し、訪問団の仕事に関わ

り皆様には大変お世話になってお
ります。それが本で私どもとも結
縁を戴いたことをとても幸せに思
います。毎年わずか一日だけの懇
親会で皆様には少しだけしかご接
待できませんが、私ども家族のな
によりの楽しみです。今後も出来
るだけ、遠方より皆様が訪台され
る際には台湾人の熱い想いで皆様
を歓迎いたします。この永い時間
をかけ築かれた日台の友情を大切
にし、私たちは子孫に伝えて行き
たいと思います。

「台湾慰霊訪問団特集」に寄せて

　毎年十一月二十五日、台籍日本

軍人軍属戦没者秋季慰霊祭に三萬

三千余柱の英霊を悼むため、貴訪

問団は遥々海を越え、慰霊団を結

成され御参祭下さいまして、誠に

感激と感謝に絶えません。また、

昨年の中華民國建国100年の慶祝

の横断幕を掲げての訪台には、台

湾台日海交會を代表して心より御

礼申し上げます。

　御承知の通り、幣會の會友は軍

属出身者が多く皆、高齢になり病

弱で秋季慰霊祭に欠席するものが

多くなりました。また、日本の戦

友会の皆様も同様に慰霊祭への参

加者は年々減少しております。

　そのような状況の中、毎年多く

の団員を伴い御参祭下さる貴訪問

団はじめ日本の友好諸団体の皆様

は慰霊祭の大きな柱であり、杖と

なっております。慰霊祭の存続は

皆様方の世代にかかっていると言

っても過言ではありません。今後

とも宜しくお願い申し上げます。

　先の大戦は中国大陸の消耗戦に

始まり、過酷な化学戦と肉弾戦で

幕を閉じました。欧州戦線でドイ

ツ、イタリアが降伏した後、米軍

は中部太平洋に於ける我が軍の各

拠点に攻勢を加えてきました。我

が軍は攻勢から守勢に陥り、敵は

一挙に我が本土占領の戦略を敢え

て強行してきました。怒涛の如く

押し寄せる米空軍を阻止するた

め、未曾有の少年飛行特攻の肉弾

戦法が実現し、祖国を救うために

沢山の若い戦友が敵空母に体当た

りし、撃沈しました。玉砕された

忠義に敬意を捧げる次第でありま

す。

　日本の降伏で戦火納まり、現在

では国籍も異なり国交もありませ

んが、日本男子として共に国難に

當った絆が数十年の戦友愛を保っ

てきました。台湾と日本の切って

も切れない友誼は實に尊いもので

す。

　終わりに、小菅団長はじめ団員

御一同様の御健康と御多幸をお祈

りし、併せて今年の訪台をこころ

よりお待ちしております。

　日華(台)親善友好慰霊訪問団の

皆様には益々御健勝の由、大慶に

存じます。昨年も台湾軍大慰霊祭

に御臨席して戴き改めて御礼申し

上げます。小生、当日は腰を痛め

立つことも出来ない有様で十分な

対応もできず大変失礼致しまし

た。

　大東亜戦争終戦後の昭和22年2

月28日(1947)、日本人が去り、

新しい国造りが始まることを期待

していた台湾に大変な惨劇が襲い

かかりました。今も台湾人の心の

深い傷となっている二・二八事件

です。事の始まりは密輸タバコ売

りに対する暴行に端を発し、民衆

は台湾の高度自治化を要求しまし

たが、軍に弾圧されました。抗議

デモに対し警備兵が発砲、死傷者

がでました。これを契機に抗議運

動が全島に波及し公的組織での台

湾人の登用や自治権の拡大など政

治改革要求を含む運動に発展しま

した。三月八日には大陸から派遣

された約一万三千の応援部隊が到

着し大量の検挙、弾圧を行い、そ

の処刑の残虐さは目を覆うばかり

のものでした。この事件によって

多くの優れた知識人や前途有為な

若者たちが無残に殺害されまし

た。

　今日の本省人と外省人との根深

い対立の原点はこの事件にあると

言っても過言ではありません。

　事件発生当時、小生は二十歳の

世間知らずの若造でした。台中で

も本省人と外省人との衝突が始ま

り、台中市民は政府機関を次々と

接収し、高官と兵士を刑務所に監

禁しました。事件は段々と拡大

し、第八部隊を接収し、次に飛行

場が標的にされました。当時、軍

の飛行場で台湾人約百名の空軍の

一員として勤務していた小生も事

件に巻き込まれました。大苦戦を

強いられましたが、無事空港と人

命を守ることに成功しました。

　その後、台湾に移った蒋介石は

共産党と長期にわたる熾烈な戦い

を続け、自由な言論活動等を制限

した戒厳令は、実に三十八年間も

続きました。
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日本の皆様にお会いできることが、
私たち家族の何よりの楽しみです

與各位在日本相見,我們全家都無比期待
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　每一次招待日華親善友好慰靈訪問團，或
是收看網路廣播節目日曜討論台灣特集，抑
或是閱讀用心編輯的LICENSE MATE刊物時，
內心總會湧上陣陣的溫暖與敬意。令人敬佩
的是，各位數年如一日來台祭拜英靈的虔誠
與用心，許多團員都已是我父執輩的先進，但
都一樣熱忱地投入於緊湊的行程中，真令人
萬分感佩，而讓人感到無比溫暖的，莫過於感
受到各位對台灣這片土地的熱愛及台日間真

摯的友誼。每次與各位相聚，總是覺得非常感
恩，想必是英靈同時庇祐著我們，才讓這難得
的緣分從歷史跨越到現代，傳承至今!

今年六月，承蒙訪問團之邀，即將前往日本參
與台灣特別演講會，心中充滿期待，更開心能
有這個機會與各位在日本相見。小女楷棻長
年在日本求學，工作，一直受到各位的照顧，
也因她參與訪問團的工作，我才有幸與各位

結緣。每一次各位的到訪，我們全家都無比期
待，每一次的相聚都是如此盡興，看到各位不
遠千里而來，我深以能參與台灣的招待工作而
感到榮幸與欣慰。未來的每一年，我仍然會
期待並熱烈歡迎各位的到訪，讓台日間的友
誼繼續發光發熱，並讓我們台日後代子孫都
能感受並珍惜這份源遠流長的難得情誼。

祝福各位平安、健康。
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十三周年に寄せて

　私たちは、原台湾人元日本兵軍
人軍属三万三千余柱のご英霊に深
甚なる慰霊の誠を捧げるため、平成
11年から13年に亙り台湾訪問を継
続して参りました。実に様々な皆様
のご縁とお陰で今日まで続けてくる
ことが出来ましたが、この事業を推
進してきた過程で段 と々固まってき
たことを述べさせていただきます。

　先ず第一に台湾人元日本兵軍人
軍属三万三千余柱の英霊と向き合
ってきた13年でした。社員旅行とい
う契機はそれとしても、この訪問団
の立ち上げに際しご指導戴いたの
は、当時、福岡県郷友会事務局長の
日高清先生です。先生のご指摘を深
く受け止め、団の名称を｢日華(台)
親善友好慰霊訪問団｣と定めること
にしました。この命名こそが訪問団
の運命を大きく変えた要因ではない
かと思います。大東亜の解放と祖国
の防衛に若い命を捧げた人々に私
たちが直接的にできることは何か。
それは故人が主人公となる時間と
空間を組織化し、慰霊に始まり慰霊
に終わる供養の旅を継続することで
した。

　第二は、現地で戦死者の碑を守り、
当時の勲を忘れずに日本時代の名
誉をひたむきに守り通してくれる人
たちとの交流に心を砕いてきた13
年でした。なぜ英雄が存在したのか。
それは英霊として素直に尊崇し伝承
してくれる人々がいてくれるから、後
世の私たちが英雄として認識できる
のです。また、伝承し勲を語り伝える
行為も英雄に負けず劣らずの働き
だと思います。この人たちと交流せ
ずして、あるいはこの人たちの貢献
を讃えずして誰と交流し何を讃える
というのでしょうか。

　第三は、マンネリズムと闘い、新し
い訪問場所を積極的に開拓してき
た13年でした。私たちは４泊５日か
けて南部の高雄から台南、台中を
通り、台北まで三百キロ以上の行程
を縦走し、元日本人の軍人･軍属が
祀られている場所や碑を訪れ、各地
で慰霊の誠を捧げています。これら
の慰霊地を毎年5ヶ所以上選定し、
戦沒者の方々に敬虔な祈りと感謝

の誠を捧げてきました。これまで私
たちが訪れた訪問先･交歓先は
222ヶ所(正味69ヶ所)、訪問団員
384名（正味235名)に及んでいます。

　第四は、連携と協力を求めて門を
叩き続けてきた13年でした。この事
業をご理解して下さる所にはご協力
を仰ぎ、ご理解いただけない所には
ご理解して下さるよう門を叩き続け
ました。もし、唯我独尊に陥っていた
らとても13年はもたなかったでしょ
う。

　第五は、10年前の平成14年10
月21日に全国の高等学校と福岡県
内全ての教育施設に台湾への修学
旅行を呼びかけるため8,443通も
のDMを発送したように告知活動に
励んできた13年でした。そのために
多様性溢れる方法を駆使してきまし
た。この根底にはこの事業を隠れた
善行や秘め事にせず、我が国の国
民すべてがご英霊と向き合って欲し
いという強い思いと願いがあるから
です。もし、告知活動に無知か無関
心だったらとても13年はもたなかっ
たでしょう。

　第六は、結団式、帰朝報告会等の
行事に拘り、露出に拘ってきた13年
でした。公然と名乗り出て堂 と々公
募せずして世間の認知は勝ち取れ
ません。また、行ってらっしゃい・行っ
て参ります、お帰りなさい・ただ今戻
りましたとお声掛けできる場を設け
ずして事業の共有化は決して図れま
せん。訪台経験はお見送りとお出迎
えによってこそ入魂が勝ち取れるゆ
え、その陣容の組織化こそが問われ
ています。もし、こうでなかったらとて
も今のような訪問団はできなかった
でしょう。

　第七は、ドキュメントを残し記録を
しながら前進することに心を砕いた
13年でした。今日のことは明日には
歴史になるというのは幻想にすぎま
せん。ドキュメントを残し、記録を体
系化しない限り歴史は作れません。
そしてその歴史をたどれない限り、
後に続く人は現れません。たどりたく
てもレールがないからです。私たち
は慰霊訪問の旅の真実の姿を冊子

やDVDに残すことに拘り、歴史を作
ってきました。そして本日、皆様とこう
してまた新しい歴史を刻むことがで
きました。

　私たち訪問団が台湾を訪問する
第一義の目的は、原台湾人元日本
兵軍人・軍属三万三千余柱に、日本
国民として追悼と感謝の誠を捧げ、
顕彰することですが、昨年の第13次
訪問では、東日本大震災への台湾
の皆様のご支援に感謝の念を伝え
るとともに中華民國建国100年への
祝意を表すことを大きな目的としま
した。「ありがとう台湾　慶祝中華民
國建國100年」と書いた横断幕を掲
げ、移動のバスの両面にも同様の
張り紙をして台湾中を走り回りまし
た。このことは台湾でも大変喜ばれ、
歓迎を受けました。

　また、13次の訪問で特筆すべき
点を三つ申し上げておきます。先ず
一つ目は宝覚寺での日本人墓地に
おける慰霊式に私たち訪問団とは
別に現地の日本人観光客71人が
合流したことです。二つ目は念願だ
った台中市政府表敬訪問が3年越
しに成就し、蔡炳坤副市長のご歓待
を受け、宝覚寺での慰霊式・慰霊祭
が市政府の公式ブログで告示され
たことです。三つ目は台北駐福岡經
濟文化辦事處の曾處長による台湾
の報道機関への事前連絡により、空
港に到着した初日から取材攻めに
あい大々的に報道されたことです。

　大震災復興支援へのお礼や中華
民國建国100年慶祝の件で訪問団
の活動のステージが上がったような
感じがしてなりません。また点から線、
そして面への広がりを持つに至った
この活動を台湾の皆様もすっかり
信頼され、私たちとの交流を心待ち
にされておられる方が年々増えてい
ます。私たちは13年に及ぶ訪問で体
得した貴重な経験を今後の両国関
係のさらなる強化に役立てていきた
いと思います。

　結びにあたり台湾を愛する皆様
におかれましては、私たち訪問団へ
の尚一層のご教示、ご鞭撻を賜りま
すよう祈念してやみません。

ありがとう台湾　慶祝中華民國建国100年

日華（台）親善友好慰霊訪問団 団長 小菅 亥三郎
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づけてきた。国土を焦土化しても、国民の生命と財
産を戦争に巻き込んでも、日本列島に敵を引きつけ
撃破?せんとする、大東亜戦争末期の｢本土決戦｣｢一
億総玉砕｣に似た危険思想を、この国は選択している
のだから恐ろしい。
　ところで、自衛隊のPKO参加が｢専守防衛空洞化｣
につながるとは矛盾の極み。3月4日、第11期全国
人民代表大会(全人代)第5回会議の記者会見で、メデ
ィアより｢軍事費の大幅増加｣を追及された李肇星・
報道官は臆目もなく次のごとく反論した。
　｢中国の軍事力と外交は全て平和維持のため。中国
は世界平和に向け、全ての平和を愛する国・人民と
共に多大な努力をしてきた」また、具体的数字も挙
げ｢2011年6月までに、中国は2044人の平和維持部
隊を派遣し、世界12の地域で平和活動に参加した」
　中国自身、PKOについて平和目的だと認めている
のだ。だのに、日本がPKOに参加すると｢専守防衛
政策が空洞化する」のだそうだ。
■非核三原則も撤廃?
 人民網の報道に戻る。報道では三原則自体に対して
も、緩和されれば｢日本は世界の艦艇市場の60%、
軍用関連市場の25～30%を支配する」と危惧。そ
の根拠について、朝日新聞を登場させ｢日本が軍事力
整備に力を入れれば、地域に軍拡競争と摩擦の激化
を引き起こす」と予測させている。
　オイオイ｢激化｣を引き起こしているのは中国では
ないか。中国は過去23年間、1989年を除き、2桁で
軍事費を増やしている。｢経済成長に比例し軍事費が
増える｣とオウム返しに反論するが、軍事費増加率は
GDP(国内総生産）増加率の2倍以上であることはバ
レている。具体的には、公表額だけで日本とインド、
韓国の軍事費合計額と同水準。NATO(北大西洋条約
機構)の上位8カ国の軍事費合計額よりも多い。
　実際には、その3倍の隠れ予算を関連分野に埋蔵
しているはず。人件費が安く、資源を一カ所に集中
できる一党独裁・共産主義国家の実態も考慮すると、
その不気味さは激増する。
　人民網は、結論をこう導く。《世界の人々は武器
輸出三原則撤廃後、核兵器の製造・保有・持込を禁
止した『非核三原則』も撤廃されないかと懸念して
いる。どのような結果になるか、注視が必要だ》
　｢注視が必要｣なのは中国の方だが、中国の警戒対
象は｢注視｣に値する。中国が望まない安全保障政策
はそのまま、わが国が中国に主権侵害されない体制
の構築を意味するためだ。
　そうだ、専守防衛を空洞化などと遠慮せず葬り去
り、返す刀で非核三原則も止めよう。中国のご指南
に深謝する。

　加害者が“被害者”を装うのはミステリー小説の
定番だが、国際社会でもエセ被害者が跋扈する。昨
秋の中国共産党中央委員会機関紙・人民日報系ニュ
ースサイトの人民網日本語版はまさに、日本に脅え
たフリをする中国の｢演技力｣を余すところなく伝え
ていた。
■政治的虚構の専守防衛
　まず｢武器輸出三原則｣を緩和しようとしている、
当時の日本政界の動きを紹介。緩和は軍需産業活性
化や外国との最先端技術共有などのメリットがある
―と防衛相発言を引用している。その上で、謎の
「アナリスト」氏を登場させ｢日本の狙いはこれだけ
ではない｣といわせる。曰く―《第二次世界大戦後、
日本は『平和憲法』をやむなく受け容れ、軍事力や
対外的軍事行動を厳しく規制された。その後、違反
すれすれのきわどい手段で『軍事的正常化』を果た
すことが、客観的に見て安全保障政策の目標となっ
た。国連平和維持活動(PKO)など国際協力への近年
来の参加により『専守防衛』政策は空洞化が進んで
いると共同通信は指摘する》
　PKO参加が｢専守防衛空洞化｣への一里塚だと警戒
しているらしい。だが世界的に見て、専守防衛を自
称する国の方が、むしろ奇観だ。
　ロンドン市局長時代の2001年秋、米中枢同時テ
ロに端を発したアフガニスタンでの対テロ戦争が勃
発、戦況把握のために英国防省に通った。その際、
日本の参戦の可能性を逆質問されて｢専守防衛｣を説
明することが何と難しかったことか。世界の陸空軍
士官学校や海軍兵学校で｢専守防衛｣を教えているの
は、日本の防衛大学校だけだろうから当然だった。
　｢専守防衛｣は軍事用語ではない。軍事合理性に照
らして有り得ない人為・政治的に捏造された虚構、
防衛力整備を少しでも遅らせまいとした政府側が、
55年体制における国会答弁の中で開発したウルトラ
Cだった。新型兵器導入にあたり、左翼陣営に｢周辺
諸国の脅威になる」と糾弾された時｢大丈夫でござい
ます。わが国は専守防衛政策を堅持し…」などと弁
明するといった具合に。そもそも｢周辺諸国の脅威｣
にならぬ兵器など導入するべきではない。｢周辺諸国
の脅威｣になって初めて抑止力に成り得るのだ。
■矛盾の極み、PKO警戒
　国会用語で止まるのなら、ここまで日本の防衛力、
自衛隊の装備を縛ってこなかった。ところが1970
年、中曽根康弘・防衛庁長官時代の｢日本の防衛―防
衛白書」に｢わが国の防衛は、専守防衛を本旨とする
｣とやってしまった。これがいつの間にか一人歩きし、
批判を許さない、時に｢国家防衛の基本方針｣である
かのように、時に｢国是｣であるかのように君臨しつ

中国の｢懸念｣は日本の理想
産經新聞九州総局　総局長
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らお礼は言わない。礼儀を知らない人間は日本人で

はない筈です。剣道や柔道は勿論、相撲を見ても礼

に始まり礼に終わります。

　今年も11月25日には台中の宝覚寺に参りますが、

台湾人に会わす顔がありません。今も｢日本精神｣を

大切にする台湾人に、恥ずかしくて礼儀を知らない

日本人と思われる事が耐えられないのであります。

　｢恥を知れ｣これが日本人の伝統であり、歴史であ

り、体質であった筈です。武士道の根本もそこにあ

りました。戦争に負けたからと言って武士道を否定

することは許されません。それは国家の歴史を否定

することであるからであります。

　国家意識の無い政治家よ、学者よ、国民よ、良心

を持て、正当な意見に耳を傾けよ。そして日本人と

しての国家観念と自信を取り戻せ。これが私が最も

叫びたい緊急最大の声であります。

　東日本大震災から1年、3月11日に政府主催の慰霊

祭が実施されました。その際、政府は外交団の一員

として台湾を遇せず、一般参加の2階席に放り上げて

平然としていました。さすがに国会で追求されるや

野田総理は申し訳ないと答弁し、陳謝しました。

　また、藤村官房長官は天皇陛下の臨場と退席に際

して起立しませんでした。その上、記者会見で台湾

の処遇について｢その件は外務省とも調整のうえで決

めたことで、田中内閣の日中国交正常化以来の方針

である」とうそぶいたのであります。

　人口2千万強の台湾の方々から200億余の義捐金を

受け取っておりながら、政府として正式なお礼もし

ませんでした。若しその理論を貫くならば、義捐金

の受領を拒否すべきで、｢共産中国の政府を通じて送

金してくれ」とすべきでしょう。その際の国際世論

の沸騰を懸念したのか、黙って受け取っておりなが

台湾に顔向け出来ない民主党の日本

たのをはじめ、念願の台中市政府への表敬訪問を成

就され、宝覚寺での慰霊式・慰霊祭が市政府の公式

ブログで告示され、当日の日本人墓地での慰霊式に

は日本人観光客71人が参加しました。また、「あり

がとう台湾　慶祝中華民國建国100年」と書かれた

横断幕を掲げ、移動のバスにも同様の張り紙をして

台湾中を走り回り、各地で大変喜ばれ、慰霊訪問団

は行く先々で手厚い歓迎を受けました。

　私たちは、誇りあるこの活動を大切にし、『日

本』を再発見する訪問を末永く継続してゆきたいと

思います。

　今後も世界一の親日国家である台湾との関係強化

と、一日も早い両国の国交回復を目指して、訪問団

と共に邁進して行きたいと考えております。

　日華(台)親善友好慰霊訪問団は平成11年より毎年

台湾訪問を実施し、昨年で13次を数えるに至りまし

た。訪問団は大東亜戦争で散華されたご英霊の顕彰

と、現地の方々との家族交流・兄弟交流を主な目的

としており、特に昨年の第13次では中華民國建国

100年の慶祝と台湾の方々に東日本大震災復興支援

への感謝の意を伝えるという大きな課題を背負って

の訪問でした。当訪問団は、行政等の公式訪問でも

なければ、多くの議員を擁しているわけでもなく、

一市井の人たちからなる民間の団体です。台湾各地

で催される各分野での交流促進の熱意は訪問団への

信頼であり、台湾人元日本兵軍人軍属への継続的で

かつ誠実な慰霊訪問は、台湾の人たちに感動と尊敬

の念を与え、親密な紐帯を構築しています。

　今回の訪問では、台湾の報道機関により、空港に

到着した初日から取材攻めにあい大々的に報道され

日華(台)親善友好慰霊訪問団　名誉顧問
　　　　　　　　　　　　日高　誠

訪問団の真心が台湾民衆に伝えられた
九州不動産専門学院グループ九栄会（同窓会）会長
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づけてきた。国土を焦土化しても、国民の生命と財
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しているはず。人件費が安く、資源を一カ所に集中
できる一党独裁・共産主義国家の実態も考慮すると、
その不気味さは激増する。
　人民網は、結論をこう導く。《世界の人々は武器
輸出三原則撤廃後、核兵器の製造・保有・持込を禁
止した『非核三原則』も撤廃されないかと懸念して
いる。どのような結果になるか、注視が必要だ》
　｢注視が必要｣なのは中国の方だが、中国の警戒対
象は｢注視｣に値する。中国が望まない安全保障政策
はそのまま、わが国が中国に主権侵害されない体制
の構築を意味するためだ。
　そうだ、専守防衛を空洞化などと遠慮せず葬り去
り、返す刀で非核三原則も止めよう。中国のご指南
に深謝する。
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秋の中国共産党中央委員会機関紙・人民日報系ニュ
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当時の日本政界の動きを紹介。緩和は軍需産業活性
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発、戦況把握のために英国防省に通った。その際、
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明することが何と難しかったことか。世界の陸空軍
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は、日本の防衛大学校だけだろうから当然だった。
　｢専守防衛｣は軍事用語ではない。軍事合理性に照
らして有り得ない人為・政治的に捏造された虚構、
防衛力整備を少しでも遅らせまいとした政府側が、
55年体制における国会答弁の中で開発したウルトラ
Cだった。新型兵器導入にあたり、左翼陣営に｢周辺
諸国の脅威になる」と糾弾された時｢大丈夫でござい
ます。わが国は専守防衛政策を堅持し…」などと弁
明するといった具合に。そもそも｢周辺諸国の脅威｣
にならぬ兵器など導入するべきではない。｢周辺諸国
の脅威｣になって初めて抑止力に成り得るのだ。
■矛盾の極み、PKO警戒
　国会用語で止まるのなら、ここまで日本の防衛力、
自衛隊の装備を縛ってこなかった。ところが1970
年、中曽根康弘・防衛庁長官時代の｢日本の防衛―防
衛白書」に｢わが国の防衛は、専守防衛を本旨とする
｣とやってしまった。これがいつの間にか一人歩きし、
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　今年も11月25日には台中の宝覚寺に参りますが、

台湾人に会わす顔がありません。今も｢日本精神｣を

大切にする台湾人に、恥ずかしくて礼儀を知らない

日本人と思われる事が耐えられないのであります。

　｢恥を知れ｣これが日本人の伝統であり、歴史であ

り、体質であった筈です。武士道の根本もそこにあ

りました。戦争に負けたからと言って武士道を否定

することは許されません。それは国家の歴史を否定

することであるからであります。

　国家意識の無い政治家よ、学者よ、国民よ、良心

を持て、正当な意見に耳を傾けよ。そして日本人と

しての国家観念と自信を取り戻せ。これが私が最も

叫びたい緊急最大の声であります。

　東日本大震災から1年、3月11日に政府主催の慰霊

祭が実施されました。その際、政府は外交団の一員

として台湾を遇せず、一般参加の2階席に放り上げて

平然としていました。さすがに国会で追求されるや

野田総理は申し訳ないと答弁し、陳謝しました。

　また、藤村官房長官は天皇陛下の臨場と退席に際

して起立しませんでした。その上、記者会見で台湾

の処遇について｢その件は外務省とも調整のうえで決

めたことで、田中内閣の日中国交正常化以来の方針

である」とうそぶいたのであります。

　人口2千万強の台湾の方々から200億余の義捐金を

受け取っておりながら、政府として正式なお礼もし

ませんでした。若しその理論を貫くならば、義捐金

の受領を拒否すべきで、｢共産中国の政府を通じて送

金してくれ」とすべきでしょう。その際の国際世論

の沸騰を懸念したのか、黙って受け取っておりなが

台湾に顔向け出来ない民主党の日本

たのをはじめ、念願の台中市政府への表敬訪問を成

就され、宝覚寺での慰霊式・慰霊祭が市政府の公式

ブログで告示され、当日の日本人墓地での慰霊式に

は日本人観光客71人が参加しました。また、「あり

がとう台湾　慶祝中華民國建国100年」と書かれた

横断幕を掲げ、移動のバスにも同様の張り紙をして

台湾中を走り回り、各地で大変喜ばれ、慰霊訪問団

は行く先々で手厚い歓迎を受けました。

　私たちは、誇りあるこの活動を大切にし、『日

本』を再発見する訪問を末永く継続してゆきたいと

思います。

　今後も世界一の親日国家である台湾との関係強化

と、一日も早い両国の国交回復を目指して、訪問団

と共に邁進して行きたいと考えております。

　日華(台)親善友好慰霊訪問団は平成11年より毎年

台湾訪問を実施し、昨年で13次を数えるに至りまし

た。訪問団は大東亜戦争で散華されたご英霊の顕彰

と、現地の方々との家族交流・兄弟交流を主な目的

としており、特に昨年の第13次では中華民國建国

100年の慶祝と台湾の方々に東日本大震災復興支援

への感謝の意を伝えるという大きな課題を背負って

の訪問でした。当訪問団は、行政等の公式訪問でも

なければ、多くの議員を擁しているわけでもなく、

一市井の人たちからなる民間の団体です。台湾各地

で催される各分野での交流促進の熱意は訪問団への

信頼であり、台湾人元日本兵軍人軍属への継続的で

かつ誠実な慰霊訪問は、台湾の人たちに感動と尊敬

の念を与え、親密な紐帯を構築しています。

　今回の訪問では、台湾の報道機関により、空港に

到着した初日から取材攻めにあい大々的に報道され

日華(台)親善友好慰霊訪問団　名誉顧問
　　　　　　　　　　　　日高　誠

訪問団の真心が台湾民衆に伝えられた
九州不動産専門学院グループ九栄会（同窓会）会長

角　洋一郎
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　第12次の訪問ではバシー海峡へは行けなくても満
足でした。この英霊顕彰事業の目的を果たすことの
重要性を強く認識していたからです。宝覚寺での大
慰霊祭を中心に、六士先生のお墓や八田與一ご夫妻
のお墓、日本人墓地、高砂義勇隊戦没英霊記念碑な
ど各地を訪問し、慰霊式に参列することができまし
た。また現地の方々との交歓会では初対面ながらも
歓談でき充実した時間でした。第12次では若い人の
参加者が多かったことが頼もしいと団長は話されて
いましたが、次世代への継承が重要であることの認
識の上での言葉と理解しました。
　昨年の第13次も当然の如く参加を申し込んでいま
したが８月に突然、心不全となり入退院を繰り返し
たため参加できなかったことはとても残念でした。
　今年の第14次には絶対に参加できるように治療に
専念しているところです。

　私は、この日華(台)親善友好慰霊訪問団には二度参
加しました。初回の第11次への参加のきっかけは
『潮音寺』へお参りできるという全く個人的な理由
だけでした。父が乗船していた輸送船・玉津丸が昭
和19年8月にバシー海峡で米潜水艦に雷撃され戦死
していますので、一度は現地に行って父の霊を弔い
たいと願っていたからです。この訪問で願いが叶っ
たのは勿論ですが、同時に訪問団の目的が大東亜戦
争で散華された三万三千余柱の原台湾人元日本兵軍
人軍属の英霊顕彰と現地の台湾の方々との家族交
流・兄弟交流であることを知りました。更に、小菅
団長のバスの中で、或いは訪問先でのご挨拶により
団長のこの事業にかけた並々ならぬ熱い想いを知る
に至りました。特に宝覚寺での慰霊祭で奏上された
祭文は感動以外の何ものでもなく目頭が熱くなった
ことを思い出します。このとき私は、翌年の第12次
への参加を決意しました。

英霊顕彰事業の継続を願う

海外事業部課長だった昭和四十七年(1972）に会社
は周四原則を承認して中共・広州交易会に参加した。
四原則の禁止条項のひとつに｢台湾への多額の投資」
があり、多年手塩にかけて育てた合弁先、技術提携
先から資本を引き揚げる苦渋の選択をした。『鉢の
木物語』を好む台湾大同董事長に血涙の通告をした
のが小生である。台湾は国連からも締め出された。
よって、小生の慰霊訪問の裏には贖罪の思いがある。
　地勢学的にも台湾は日本のシーレーンの要である。
中共の侵略を許せば次は尖閣・沖縄・九州に覇権の
手が伸びてくる。一蓮托生である。周辺事態には集
団的自衛権を発動し、防衛せねば日本が危ない。
　今こそ台湾に骨を埋めた明石元二郎台湾総督や義
によって金門島危機から台湾を救った根本博中将等
先輩諸氏の熱き心を継承し、台湾との生命の絆を強
化せねばならない。

　報道によれば、三月十一日の政府主催の東日本大
震災追悼式に遥々、台湾から参加下さった代表に献
花の機会を差し上げなかったとのこと。何たる非礼
であろうか。一年前、大震災が起きるや、どこの国
より早く駆けつけ、官民合わせて200億円ものどこ
の国よりも多い義捐金。更に、救援隊は遺体袋まで
持参して下さった由。先の台中地方の大地震の際の
日本からの救援に対する恩返しだとしてもこの一事
をもって台湾が世界一の親日国だと言える。
　陛下のお言葉の中に世界各国に対する深甚感謝の
辞があった。後に国会の予算委員会の席上、野田総
理は陳謝したが、一体何処の誰に気兼ねしてこんな
恥ずかしいことをするのか?
　日本会議の機関紙『日本の息吹』に掲載された広
告が縁で台湾慰霊訪問団に連続4回参加したが、実
は小生には台湾に対する深い負い目がある。東芝の

日華(台)親善友好慰霊訪問団　団員
　　　　　　　　　　　　前原　清美

日本は道義の国であるはずだ
日華(台)親善友好慰霊訪問団　団員

岩本　宣善

をしたために三万三千余の戦没者を出した。動機は
極めて純粋な義心である。厚く顕彰せねばならぬ。
　八田與一記念公園に往時の官舎が再現されていた。
一家揃って団欒の時を過ごし、また子供等が両親を
失った悲喜こもごもの家である。遺族の思いは如何
許りか。八田氏の遺体は一ヵ月後に洋上で発見され
た。敗戦の翌年に建てられた墓には、御夫婦の遺骨
が揃って納められている。八田氏の銅像は、戦時中
に徴発されたが住民が隠し通し、後になって墓前に
移された。これらはすべて現地関係者の情念によっ
て為されている。
　現地に立って想いを巡らせば、心は感動する。五
日間の旅は感動の連続であった。
　余談であるが、三月二十三日朝、テレビで台湾志
願兵の厳粛な入隊式と、高砂族主力の＜薫空挺隊＞
レイテ出撃状況が放映されていて釘付けになった。

　統治にも品格がある。国民性の良否と為政者の資
質・能力によって定まる。
　領有当初に内地から来た官民は傲慢で悪どく、住
民の反感と抵抗を募らせた。乃木総督は辞職し、次
の児玉総督は、強権を以って官吏千八十名を罷免、
不逞民間人を追放した。
　児玉・後藤コンビが去った後、台湾の文化を軽ん
じた性急な理蕃同化、更には皇民化施政が執られた。
差別を生じ、不満を抱かせたとの批判は否めない。
一方で、児玉・明石両総督の構想による教育、衛生、
交通、水利、殖産などのインフラ近代化は、優秀な
専門家を集めて着々と進められた。これが台湾統治
の成果とされている。
　台湾人の精神は、苛酷な条件に揉まれて、強靭に
して醇厚、加えて勤勉、義侠、勇敢な気風がある。
日本の戦況悪化に際して命懸けの志願により助太刀

現地に立って想いを巡らせば、心は感動する

値観を確認する一つの方法として、現地の各年代の
男女の方々と本音で語り合う機会が設けられたら、
想像だにしなかった意外な意見が生まれてくるかも
知れません。また日華(台)両国の親善友好を一段と
深化させていく手段になるかも知れません。
　顧みれば、昨年の東日本大震災に際しては約200
億円近くの世界一の義捐金が寄せられました。それ
はかつての同胞であったという心情の発露でもあり
ましょうが、台湾から寄せられた思いやりの精神性
には感謝と感動を禁じえませんでした。このような
ことを考え合わせるとき日本と台湾はそれぞれ独立
した二国ではあるが、精神的には正に一国の同胞と
いう感を覚えることを結論として、次のことを提唱
して筆をおくことにします。
1.　日華(台)の親善友好は過去・現在・未来への道
2.　日華(台)の親善友好は国家と民生安定の道
3.　日華(台)の親善友好は国益の道

　私は、第12次と第13次の２回に亘り日華(台)親善
友好慰霊訪問団に参加しました。明治28年以来、
50年間に及ぶ台湾の日本統治時代の歴史やその後の
国情については、知人や各種の書籍により多少の関
心と知識は身につけていました。しかし実際に台湾
に足を踏み入れ、原風景に接し、現地の方々との直
接の交流で感じたことは、｢百聞は一見に如かず｣の
言葉通り人間のもつ五官の働きによってはじめて実
体が見えてくることを改めて痛感いたしました。先
の大戦で台湾出身の同胞、三万三千余人にも及ぶ戦
病死者に対する慰霊訪問には毎年、日本全国から心
ある有志が参加し、台湾各地の慰霊地で厳粛かつ盛
大な祭事を行います。その際、現地の方々より心温
まる直会をして頂きますが、心によぎる思いは何で
あるかを考えてみた時、訪問団がこのような行事を
継続している真意が問われているような気もしてい
ます。その意義と慰霊訪問に対する日本人のもつ価

日華(台)親善友好慰霊訪問団　団員
　　　　　　　　　　　　小野　正明

五官の働きで実体は見えてくる
日華(台)親善友好慰霊訪問団　団員

永石　辰郎
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　第12次の訪問ではバシー海峡へは行けなくても満
足でした。この英霊顕彰事業の目的を果たすことの
重要性を強く認識していたからです。宝覚寺での大
慰霊祭を中心に、六士先生のお墓や八田與一ご夫妻
のお墓、日本人墓地、高砂義勇隊戦没英霊記念碑な
ど各地を訪問し、慰霊式に参列することができまし
た。また現地の方々との交歓会では初対面ながらも
歓談でき充実した時間でした。第12次では若い人の
参加者が多かったことが頼もしいと団長は話されて
いましたが、次世代への継承が重要であることの認
識の上での言葉と理解しました。
　昨年の第13次も当然の如く参加を申し込んでいま
したが８月に突然、心不全となり入退院を繰り返し
たため参加できなかったことはとても残念でした。
　今年の第14次には絶対に参加できるように治療に
専念しているところです。

　私は、この日華(台)親善友好慰霊訪問団には二度参
加しました。初回の第11次への参加のきっかけは
『潮音寺』へお参りできるという全く個人的な理由
だけでした。父が乗船していた輸送船・玉津丸が昭
和19年8月にバシー海峡で米潜水艦に雷撃され戦死
していますので、一度は現地に行って父の霊を弔い
たいと願っていたからです。この訪問で願いが叶っ
たのは勿論ですが、同時に訪問団の目的が大東亜戦
争で散華された三万三千余柱の原台湾人元日本兵軍
人軍属の英霊顕彰と現地の台湾の方々との家族交
流・兄弟交流であることを知りました。更に、小菅
団長のバスの中で、或いは訪問先でのご挨拶により
団長のこの事業にかけた並々ならぬ熱い想いを知る
に至りました。特に宝覚寺での慰霊祭で奏上された
祭文は感動以外の何ものでもなく目頭が熱くなった
ことを思い出します。このとき私は、翌年の第12次
への参加を決意しました。

英霊顕彰事業の継続を願う

海外事業部課長だった昭和四十七年(1972）に会社
は周四原則を承認して中共・広州交易会に参加した。
四原則の禁止条項のひとつに｢台湾への多額の投資」
があり、多年手塩にかけて育てた合弁先、技術提携
先から資本を引き揚げる苦渋の選択をした。『鉢の
木物語』を好む台湾大同董事長に血涙の通告をした
のが小生である。台湾は国連からも締め出された。
よって、小生の慰霊訪問の裏には贖罪の思いがある。
　地勢学的にも台湾は日本のシーレーンの要である。
中共の侵略を許せば次は尖閣・沖縄・九州に覇権の
手が伸びてくる。一蓮托生である。周辺事態には集
団的自衛権を発動し、防衛せねば日本が危ない。
　今こそ台湾に骨を埋めた明石元二郎台湾総督や義
によって金門島危機から台湾を救った根本博中将等
先輩諸氏の熱き心を継承し、台湾との生命の絆を強
化せねばならない。

　報道によれば、三月十一日の政府主催の東日本大
震災追悼式に遥々、台湾から参加下さった代表に献
花の機会を差し上げなかったとのこと。何たる非礼
であろうか。一年前、大震災が起きるや、どこの国
より早く駆けつけ、官民合わせて200億円ものどこ
の国よりも多い義捐金。更に、救援隊は遺体袋まで
持参して下さった由。先の台中地方の大地震の際の
日本からの救援に対する恩返しだとしてもこの一事
をもって台湾が世界一の親日国だと言える。
　陛下のお言葉の中に世界各国に対する深甚感謝の
辞があった。後に国会の予算委員会の席上、野田総
理は陳謝したが、一体何処の誰に気兼ねしてこんな
恥ずかしいことをするのか?
　日本会議の機関紙『日本の息吹』に掲載された広
告が縁で台湾慰霊訪問団に連続4回参加したが、実
は小生には台湾に対する深い負い目がある。東芝の

日華(台)親善友好慰霊訪問団　団員
　　　　　　　　　　　　前原　清美

日本は道義の国であるはずだ
日華(台)親善友好慰霊訪問団　団員
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をしたために三万三千余の戦没者を出した。動機は
極めて純粋な義心である。厚く顕彰せねばならぬ。
　八田與一記念公園に往時の官舎が再現されていた。
一家揃って団欒の時を過ごし、また子供等が両親を
失った悲喜こもごもの家である。遺族の思いは如何
許りか。八田氏の遺体は一ヵ月後に洋上で発見され
た。敗戦の翌年に建てられた墓には、御夫婦の遺骨
が揃って納められている。八田氏の銅像は、戦時中
に徴発されたが住民が隠し通し、後になって墓前に
移された。これらはすべて現地関係者の情念によっ
て為されている。
　現地に立って想いを巡らせば、心は感動する。五
日間の旅は感動の連続であった。
　余談であるが、三月二十三日朝、テレビで台湾志
願兵の厳粛な入隊式と、高砂族主力の＜薫空挺隊＞
レイテ出撃状況が放映されていて釘付けになった。
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質・能力によって定まる。
　領有当初に内地から来た官民は傲慢で悪どく、住
民の反感と抵抗を募らせた。乃木総督は辞職し、次
の児玉総督は、強権を以って官吏千八十名を罷免、
不逞民間人を追放した。
　児玉・後藤コンビが去った後、台湾の文化を軽ん
じた性急な理蕃同化、更には皇民化施政が執られた。
差別を生じ、不満を抱かせたとの批判は否めない。
一方で、児玉・明石両総督の構想による教育、衛生、
交通、水利、殖産などのインフラ近代化は、優秀な
専門家を集めて着々と進められた。これが台湾統治
の成果とされている。
　台湾人の精神は、苛酷な条件に揉まれて、強靭に
して醇厚、加えて勤勉、義侠、勇敢な気風がある。
日本の戦況悪化に際して命懸けの志願により助太刀
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値観を確認する一つの方法として、現地の各年代の
男女の方々と本音で語り合う機会が設けられたら、
想像だにしなかった意外な意見が生まれてくるかも
知れません。また日華(台)両国の親善友好を一段と
深化させていく手段になるかも知れません。
　顧みれば、昨年の東日本大震災に際しては約200
億円近くの世界一の義捐金が寄せられました。それ
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2.　日華(台)の親善友好は国家と民生安定の道
3.　日華(台)の親善友好は国益の道

　私は、第12次と第13次の２回に亘り日華(台)親善
友好慰霊訪問団に参加しました。明治28年以来、
50年間に及ぶ台湾の日本統治時代の歴史やその後の
国情については、知人や各種の書籍により多少の関
心と知識は身につけていました。しかし実際に台湾
に足を踏み入れ、原風景に接し、現地の方々との直
接の交流で感じたことは、｢百聞は一見に如かず｣の
言葉通り人間のもつ五官の働きによってはじめて実
体が見えてくることを改めて痛感いたしました。先
の大戦で台湾出身の同胞、三万三千余人にも及ぶ戦
病死者に対する慰霊訪問には毎年、日本全国から心
ある有志が参加し、台湾各地の慰霊地で厳粛かつ盛
大な祭事を行います。その際、現地の方々より心温
まる直会をして頂きますが、心によぎる思いは何で
あるかを考えてみた時、訪問団がこのような行事を
継続している真意が問われているような気もしてい
ます。その意義と慰霊訪問に対する日本人のもつ価

日華(台)親善友好慰霊訪問団　団員
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台湾訪問の旅　訪台者一覧（第1次より第13次までの団員235名）
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ヲ
扶
翼
ス
ヘ
シ
』（「
教
育
勅
語
」よ
り
）

　
こ
れ
は
明
治
二
十
三
年
の
教
育
勅
語
の
一
節
で
あ
り
ま
す
。こ
の
中
で
明
治
天
皇
は
欧

米
列
強
の
軍
事
的
重
圧
を
は
ね
返
し
、維
新
日
本
を
守
り
、世
界
に
伍
し
て
建
国
し
て
い

く
御
意
志
と
、こ
れ
を
担
う
べ
く
国
民
の
あ
る
べ
き
姿
を
お
示
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
今
年
・
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
、私
た
ち
は
千
年
に
一
度
と
も
い
わ
れ
る
超
弩

級
の
大
地
震
と
そ
れ
に
続
く
大
津
波
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。後
に
東
日
本
大
震
災
と
命
名

さ
れ
た
天
災
で
す
が
、わ
が
国
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
に
不
幸
な
こ
と
は
、時
の
政
府
が
拉
致

実
行
犯
と
限
り
な
く
深
い
関
係
を
も
つ
人
物
を
首
班
と
す
る
内
閣
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

半
島
や
支
那
大
陸
に
心
の
故
郷（
ふ
る
さ
と
）を
お
き
、わ
が
国
を
反
日
・
嫌
日
・
侮
日
活
動

を
展
開
す
る
恰
好
の
舞
台
と
し
か
考
え
な
い
彼
ら
の
無
責
任
極
ま
り
な
い
対
応
は
二
重
、

三
重
の
人
災
と
し
て
被
災
地
を
襲
い
ま
し
た
。

　
自
ら
の
無
能
・
無
策
ぶ
り
に
は
一
顧
だ
に
せ
ず
、諸
悪
の
根
源
は
東
京
電
力
を
始
め
と
す

る
電
力
会
社
と
、国
策
と
し
て
推
進
し
て
き
た
原
子
力
発
電
で
あ
る
と
い
わ
ん
ば
か
り
の

す
り
替
え
行
為
は
、被
災
地
の
人
々
を
戸
惑
わ
せ
、そ
の
心
を
弄
ん
だ
結
果
、広
範
な
国
民

の
離
反
を
ひ
き
お
こ
す
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、十
万
人
規
模
に
及
ぶ
自
衛
隊
の
決
死
の
救
出
活
動
や
米
海
軍
第
七

艦
隊
の
総
力
を
挙
げ
た
ト
モ
ダ
チ
作
戦
を
一
方
の
軸
と
す
れ
ば
、そ
れ
と
対
を
な
す
か
の

よ
う
に
、被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
の
辛
抱
強
く
も
公（
お
お
や
け
）を
第
一
に
考
え
行
動
す

る
生
き
方
や
相
互
扶
助
、譲
り
合
い
の
精
神
、「
渇
す
れ
ど
も
盗
泉
の
水
を
飲
ま
ず
」の
公

徳
心
の
高
さ
は
世
界
中
の
人
々
に
限
り
な
い
勇
気
と
感
動
を
与
え
ま
し
た
。国
内
外
を
問

わ
ず
善
意
の
洪
水
は
枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、そ
の
中
で
も
二
百
億
円
を
優
に
超
え

る
義
捐
金
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
物
心
両
面
で
惜
し
み
な
い
ご
支
援
を
し
て
下
さ
っ
た
台

湾
は
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、こ
の
よ
う
な
国
・
台
湾
が
最
も
身
近
に
あ
り
続
け
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
一
体

今
日
の
日
本
人
の
う
ち
何
人
が
知
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。反
日
の
合
唱
団
に
加
わ
ら
ず
、

た
と
え
負
け
て
も
日
本
人
で
い
た
か
っ
た
と
悔
し
が
る
台
湾
、東
京
裁
判
史
観
の
汚
濁
に

塗（
ま
み
）れ
ず
わ
が
国
の
戦
死
者
を
ま
す
ま
す
手
厚
く
遇
し
て
く
れ
る
台
湾
、わ
が
国
近

代
史
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
た
る
地
位
を
確
固
と
し
て
築
い
て
く
れ
た
台
湾
、「
日
本
人

が
ア
ジ
ア
人
に
謝
罪
す
べ
き
は
、大
東
亜
戦
争
に
負
け
た
こ
と
だ
」と
温
か
く
叱
咤
す
る
台

湾
、そ
う
い
う
国
で
あ
り
、国
民
で
あ
る
か
ら
こ
そ
世
界
も
驚
嘆
す
る
ほ
ど
の
援
助
を
し
て

下
さ
っ
た
の
で
す
。

　
皆
様
方
に
と
っ
て
、五
十
年
間
に
及
ぶ
日
本
統
治
と
は
清
国
の
言
う「
化
外
の
地
」か
ら

の
脱
却
と
克
服
で
あ
り
、歴
史
の
創
世
で
あ
り
、他
な
ら
ぬ
台
湾
人
の
誕
生
そ
の
も
の
で
し

た
。皆
様
に
と
っ
て
父
な
る
日
本
、母
な
る
日
本
、そ
し
て
帰
る
べ
き
国
・
日
本
、わ
が
国
が

そ
の
よ
う
な
故
郷
、実
家
、生
家
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、こ
の
度
の
大
震
災
で

身
を
引
き
裂
か
れ
る
よ
う
な
思
い
に
な
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
ゆ
え
に
こ

そ
、か
つ
て
わ
が
国
の
国
民
と
し
て
東
洋
平
和
の
た
め
に
共
に
血
と
汗
を
流
し
た
者
同
志

の
兄
弟
感
・
一
体
感
が
時
空
を
超
え
て
い
か
ん
な
く
発
揮
・
発
揚
さ
れ
た
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、こ
の
度
の
大
震
災
の
対
応
で
示
さ
れ
た『
一
旦
緩
急
ア
レ
ハ
義
勇
公
ニ
奉
ス

ル
』台
湾
の
皆
様
の
勲
と
誠
心
に
応
え
る
た
め
に
も
積
極
的
に
家
族
交
流
・
兄
弟
交
流
を

深
め
、そ
の
紐
帯
を
今
ま
で
以
上
に
強
固
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
台
湾
の
皆
様

と
共
に『
天
壌
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
』し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
十
一
年
以
来
、私
た
ち
は
宝
覚
寺
に
お
け
る「
原
台
湾
人
元
日
本
兵
軍
人
軍
属
戦

没
者
大
慰
霊
祭
」に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
、三
万
三
千
余
柱
の
御
霊
の
安
ら
か
な
ら
ん
こ

と
を
お
祈
り
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。今
後
も
、こ
の
顕
彰
事
業
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

更
に
充
実
・
拡
大
し
若
い
世
代
に
継
承
し
て
い
き
ま
す
。そ
れ
は
こ
の
道
こ
そ
が｢

日
本
人

と
し
て
散
華
さ
れ
た
御
英
霊｣

に
お
応
え
す
る
務
め
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　
以
上
の
決
意
も
新
た
に
わ
が
国
の
近
代
史
に
稀
有
な
る
勇
気
と
献
身
を
刻
ま
れ
た
ご

英
霊
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、御
霊
の
平
安
を
心
よ
り
祈
念
し
、慰
霊
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
日
台
の
生
命
の
絆
　
死
守
せ
む
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吾 

日
本
の
一
角
に
起
つ

　
　
　
　
　
平
成
二
十
三
年

　
　
　
　
　
民
國
百
年
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
皇
紀
二
千
六
百
七
十
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
華(

台)

親
善
友
好
慰
霊
訪
問
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
長
　
小
菅 

亥
三
郎

『
日
華(

台)

親
善
友
好
慰
霊
訪
問
団
を
代
表
し
、

  

原
台
湾
人
元
日
本
兵
軍
人
軍
属
三
万
三
千
余
柱
の
御
霊
の
御
前
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謹
ん
で
祭
文
を
奏
上
い
た
し
ま
す
。』

祭
　
文

敬称略
家族・個人共に50音順

高橋　成子
高原　裕之
田尻　雄一
田中　伯央
田中　純夫
田中　秀男
田中　キミヨ
田中　美咲
田中　道夫
田中　秀幸
谷　亜希子
谷尾　侃
谷口　祐子
田村　邦明
反田　邦彦
反田　由美子
團　宝誠
陳　怡勲
塚田　征二
塚本　能久
辻森　弘美
土山　彬
鶴　修輔
鶴田　栄一郎

出口　清
徳田　慎也
戸田　幸雄
中尾　博憲
中島　公明
中島　重夫
中嶋　大介
中島田　信輔
中園　公浩
中村　哲
中村　卓
中村　朝子
中村　那津子
中村　英夫
中山　茂
永石　辰郎
永田　昌巳
永田　タマミ
永渕　裕章
永吉　正紀
南條　實
西田　一也
西山　洋
庭木　正二郎

野口　ヨシエ
野田　正治
野見山　優亮
羽音　修平
濱田　修
原　千里
林　克紀
原田　和典
原田　種雄
原田　經子
原田　泰宏
東　昭臣
久野　智教
久野　睦子
日高　誠
日吉　淳治
日吉　悦子
平泉　弘美
平尾　武敏
平永　明伍
平永　由子
平野　和彦
平松　扶二雄
廣石　有美

福岡　滋子
福田　史子
福原　洋子
藤田　達男
藤村　一
星野　孝典
星野　友秀
堀川　克巳
前田　治義
前原　清美
前原　照美
又丸　斉次
松岡　祐貴
松下　美佳
松下　実
松俵　義博
松俵　茂子
松永　亜弥
簑原　政裕
三好　誠
村山　淳
村山　初美
森　晴治
森　靖子

森下　学
守田　昭雄
安河内　康彦
八尋　妙子
山鹿　好史
山口　自然
山口　秀範
山口　智子
山口　英明
山下　亜希子
山下　賢悟
山田　悟
横山　勝美
吉村　恭二
頼永　博朗
力武　崇樹
脇山　博文
渡邉　一弘
渡邉　瑞枝

赤松　公昭
浅見　晃甲
阿部　敏彦
安部　雅俊
荒津　雅也
荒牧　賢二
有吉　忠助
有吉　弘子
安藤　政明
安藤　由紀子
飯島　志津子
家村　茂美
池田　裕二
石原　章臣
石原　一二三
石原　祐教
市川　憲三
市来　徹夫
井手田　洋基
稲田　健二
井上　俊治
井上　昌俊
井口　セツ子
井原　四郎

今村　之昭
岩渕　宣仁
岩元　照周
岩本　宣善
ウイクラマスレンドラサニー
牛島　康智
江頭　伸一
江崎　君公
エドワーズ博美
大嶋　俊英
太田　玲子
大塚　ヨシ子
大西　敬吾
大西　雅樹
大橋　昭仁
大庭　道夫
大林　さやか
緒方　俊美
小倉　和彦
小倉　弘子
小倉　美帆
小副川　克江
鬼塚　芳治
小野　正明

小野　実里
小濱　善和
折居　一志
折居　正規
加藤　聖三
梶栗　勝敏
柏原　正弘
金澤　明夫
金澤　千代美
金澤　礼
金子　孝夫
亀渕　武士
亀渕　喜久子
茅野　輝章
茅野　紀子
河野　一寿
神田橋　勉
木須　治彦
北浜　道
木付　辰生
木付　靖子
木下　嘉平
木村　権作
木村　賢二

木村　秀人
木村　孝子
桐野　尚枝
國武　利貴弥
國友　健男
久保　聡子
黒田　務
黄　楷
古賀　誠
古賀　靖啓
小菅　紀武吾
小菅　亥三郎
小菅　順子
小辨野　聖也
小松　友子
小松　正隆
小柳　陽太郎
五郎丸　浩
五郎丸美佐江
阪中　三幸
坂本　彰
櫻井　英夫
佐護　美和子
佐々木　建城

佐々木　朗子
佐々木　佳重
佐竹　秀三
佐竹　冬子
佐藤　正子
佐藤　吉彦
讃井　健三
塩先　晋照
重松　源吉
重松　博子
篠原　章好
柴田　知則
柴田　好章
下田　健一
下田　純子
白水　キミ子
菅沼　寛
菅沼　由美
杉山　雄一
角　洋一郎
妹尾　和之
高須賀　俊一
高田　信一
高野　治之
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『
一
旦
緩
急
ア
レ
ハ
義
勇
公
ニ
奉
シ
以
テ
天
壤
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
ス
ヘ
シ
』（「
教
育
勅
語
」よ
り
）

　
こ
れ
は
明
治
二
十
三
年
の
教
育
勅
語
の
一
節
で
あ
り
ま
す
。こ
の
中
で
明
治
天
皇
は
欧

米
列
強
の
軍
事
的
重
圧
を
は
ね
返
し
、維
新
日
本
を
守
り
、世
界
に
伍
し
て
建
国
し
て
い

く
御
意
志
と
、こ
れ
を
担
う
べ
く
国
民
の
あ
る
べ
き
姿
を
お
示
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
今
年
・
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
、私
た
ち
は
千
年
に
一
度
と
も
い
わ
れ
る
超
弩

級
の
大
地
震
と
そ
れ
に
続
く
大
津
波
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。後
に
東
日
本
大
震
災
と
命
名

さ
れ
た
天
災
で
す
が
、わ
が
国
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
に
不
幸
な
こ
と
は
、時
の
政
府
が
拉
致

実
行
犯
と
限
り
な
く
深
い
関
係
を
も
つ
人
物
を
首
班
と
す
る
内
閣
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

半
島
や
支
那
大
陸
に
心
の
故
郷（
ふ
る
さ
と
）を
お
き
、わ
が
国
を
反
日
・
嫌
日
・
侮
日
活
動

を
展
開
す
る
恰
好
の
舞
台
と
し
か
考
え
な
い
彼
ら
の
無
責
任
極
ま
り
な
い
対
応
は
二
重
、

三
重
の
人
災
と
し
て
被
災
地
を
襲
い
ま
し
た
。

　
自
ら
の
無
能
・
無
策
ぶ
り
に
は
一
顧
だ
に
せ
ず
、諸
悪
の
根
源
は
東
京
電
力
を
始
め
と
す

る
電
力
会
社
と
、国
策
と
し
て
推
進
し
て
き
た
原
子
力
発
電
で
あ
る
と
い
わ
ん
ば
か
り
の

す
り
替
え
行
為
は
、被
災
地
の
人
々
を
戸
惑
わ
せ
、そ
の
心
を
弄
ん
だ
結
果
、広
範
な
国
民

の
離
反
を
ひ
き
お
こ
す
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、十
万
人
規
模
に
及
ぶ
自
衛
隊
の
決
死
の
救
出
活
動
や
米
海
軍
第
七

艦
隊
の
総
力
を
挙
げ
た
ト
モ
ダ
チ
作
戦
を
一
方
の
軸
と
す
れ
ば
、そ
れ
と
対
を
な
す
か
の

よ
う
に
、被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
の
辛
抱
強
く
も
公（
お
お
や
け
）を
第
一
に
考
え
行
動
す

る
生
き
方
や
相
互
扶
助
、譲
り
合
い
の
精
神
、「
渇
す
れ
ど
も
盗
泉
の
水
を
飲
ま
ず
」の
公

徳
心
の
高
さ
は
世
界
中
の
人
々
に
限
り
な
い
勇
気
と
感
動
を
与
え
ま
し
た
。国
内
外
を
問

わ
ず
善
意
の
洪
水
は
枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、そ
の
中
で
も
二
百
億
円
を
優
に
超
え

る
義
捐
金
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
物
心
両
面
で
惜
し
み
な
い
ご
支
援
を
し
て
下
さ
っ
た
台

湾
は
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、こ
の
よ
う
な
国
・
台
湾
が
最
も
身
近
に
あ
り
続
け
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
一
体

今
日
の
日
本
人
の
う
ち
何
人
が
知
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。反
日
の
合
唱
団
に
加
わ
ら
ず
、

た
と
え
負
け
て
も
日
本
人
で
い
た
か
っ
た
と
悔
し
が
る
台
湾
、東
京
裁
判
史
観
の
汚
濁
に

塗（
ま
み
）れ
ず
わ
が
国
の
戦
死
者
を
ま
す
ま
す
手
厚
く
遇
し
て
く
れ
る
台
湾
、わ
が
国
近

代
史
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
た
る
地
位
を
確
固
と
し
て
築
い
て
く
れ
た
台
湾
、「
日
本
人

が
ア
ジ
ア
人
に
謝
罪
す
べ
き
は
、大
東
亜
戦
争
に
負
け
た
こ
と
だ
」と
温
か
く
叱
咤
す
る
台

湾
、そ
う
い
う
国
で
あ
り
、国
民
で
あ
る
か
ら
こ
そ
世
界
も
驚
嘆
す
る
ほ
ど
の
援
助
を
し
て

下
さ
っ
た
の
で
す
。

　
皆
様
方
に
と
っ
て
、五
十
年
間
に
及
ぶ
日
本
統
治
と
は
清
国
の
言
う「
化
外
の
地
」か
ら

の
脱
却
と
克
服
で
あ
り
、歴
史
の
創
世
で
あ
り
、他
な
ら
ぬ
台
湾
人
の
誕
生
そ
の
も
の
で
し

た
。皆
様
に
と
っ
て
父
な
る
日
本
、母
な
る
日
本
、そ
し
て
帰
る
べ
き
国
・
日
本
、わ
が
国
が

そ
の
よ
う
な
故
郷
、実
家
、生
家
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、こ
の
度
の
大
震
災
で

身
を
引
き
裂
か
れ
る
よ
う
な
思
い
に
な
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
ゆ
え
に
こ

そ
、か
つ
て
わ
が
国
の
国
民
と
し
て
東
洋
平
和
の
た
め
に
共
に
血
と
汗
を
流
し
た
者
同
志

の
兄
弟
感
・
一
体
感
が
時
空
を
超
え
て
い
か
ん
な
く
発
揮
・
発
揚
さ
れ
た
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、こ
の
度
の
大
震
災
の
対
応
で
示
さ
れ
た『
一
旦
緩
急
ア
レ
ハ
義
勇
公
ニ
奉
ス

ル
』台
湾
の
皆
様
の
勲
と
誠
心
に
応
え
る
た
め
に
も
積
極
的
に
家
族
交
流
・
兄
弟
交
流
を

深
め
、そ
の
紐
帯
を
今
ま
で
以
上
に
強
固
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
台
湾
の
皆
様

と
共
に『
天
壌
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
』し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
十
一
年
以
来
、私
た
ち
は
宝
覚
寺
に
お
け
る「
原
台
湾
人
元
日
本
兵
軍
人
軍
属
戦

没
者
大
慰
霊
祭
」に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
、三
万
三
千
余
柱
の
御
霊
の
安
ら
か
な
ら
ん
こ

と
を
お
祈
り
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。今
後
も
、こ
の
顕
彰
事
業
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

更
に
充
実
・
拡
大
し
若
い
世
代
に
継
承
し
て
い
き
ま
す
。そ
れ
は
こ
の
道
こ
そ
が｢

日
本
人

と
し
て
散
華
さ
れ
た
御
英
霊｣

に
お
応
え
す
る
務
め
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　
以
上
の
決
意
も
新
た
に
わ
が
国
の
近
代
史
に
稀
有
な
る
勇
気
と
献
身
を
刻
ま
れ
た
ご

英
霊
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、御
霊
の
平
安
を
心
よ
り
祈
念
し
、慰
霊
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
日
台
の
生
命
の
絆
　
死
守
せ
む
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吾 

日
本
の
一
角
に
起
つ

　
　
　
　
　
平
成
二
十
三
年

　
　
　
　
　
民
國
百
年
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
皇
紀
二
千
六
百
七
十
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
華(

台)

親
善
友
好
慰
霊
訪
問
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
長
　
小
菅 

亥
三
郎

『
日
華(

台)

親
善
友
好
慰
霊
訪
問
団
を
代
表
し
、

  
原
台
湾
人
元
日
本
兵
軍
人
軍
属
三
万
三
千
余
柱
の
御
霊
の
御
前
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謹
ん
で
祭
文
を
奏
上
い
た
し
ま
す
。』

祭
　
文

敬称略
家族・個人共に50音順

高橋　成子
高原　裕之
田尻　雄一
田中　伯央
田中　純夫
田中　秀男
田中　キミヨ
田中　美咲
田中　道夫
田中　秀幸
谷　亜希子
谷尾　侃
谷口　祐子
田村　邦明
反田　邦彦
反田　由美子
團　宝誠
陳　怡勲
塚田　征二
塚本　能久
辻森　弘美
土山　彬
鶴　修輔
鶴田　栄一郎

出口　清
徳田　慎也
戸田　幸雄
中尾　博憲
中島　公明
中島　重夫
中嶋　大介
中島田　信輔
中園　公浩
中村　哲
中村　卓
中村　朝子
中村　那津子
中村　英夫
中山　茂
永石　辰郎
永田　昌巳
永田　タマミ
永渕　裕章
永吉　正紀
南條　實
西田　一也
西山　洋
庭木　正二郎

野口　ヨシエ
野田　正治
野見山　優亮
羽音　修平
濱田　修
原　千里
林　克紀
原田　和典
原田　種雄
原田　經子
原田　泰宏
東　昭臣
久野　智教
久野　睦子
日高　誠
日吉　淳治
日吉　悦子
平泉　弘美
平尾　武敏
平永　明伍
平永　由子
平野　和彦
平松　扶二雄
廣石　有美

福岡　滋子
福田　史子
福原　洋子
藤田　達男
藤村　一
星野　孝典
星野　友秀
堀川　克巳
前田　治義
前原　清美
前原　照美
又丸　斉次
松岡　祐貴
松下　美佳
松下　実
松俵　義博
松俵　茂子
松永　亜弥
簑原　政裕
三好　誠
村山　淳
村山　初美
森　晴治
森　靖子

森下　学
守田　昭雄
安河内　康彦
八尋　妙子
山鹿　好史
山口　自然
山口　秀範
山口　智子
山口　英明
山下　亜希子
山下　賢悟
山田　悟
横山　勝美
吉村　恭二
頼永　博朗
力武　崇樹
脇山　博文
渡邉　一弘
渡邉　瑞枝

赤松　公昭
浅見　晃甲
阿部　敏彦
安部　雅俊
荒津　雅也
荒牧　賢二
有吉　忠助
有吉　弘子
安藤　政明
安藤　由紀子
飯島　志津子
家村　茂美
池田　裕二
石原　章臣
石原　一二三
石原　祐教
市川　憲三
市来　徹夫
井手田　洋基
稲田　健二
井上　俊治
井上　昌俊
井口　セツ子
井原　四郎

今村　之昭
岩渕　宣仁
岩元　照周
岩本　宣善
ウイクラマスレンドラサニー
牛島　康智
江頭　伸一
江崎　君公
エドワーズ博美
大嶋　俊英
太田　玲子
大塚　ヨシ子
大西　敬吾
大西　雅樹
大橋　昭仁
大庭　道夫
大林　さやか
緒方　俊美
小倉　和彦
小倉　弘子
小倉　美帆
小副川　克江
鬼塚　芳治
小野　正明

小野　実里
小濱　善和
折居　一志
折居　正規
加藤　聖三
梶栗　勝敏
柏原　正弘
金澤　明夫
金澤　千代美
金澤　礼
金子　孝夫
亀渕　武士
亀渕　喜久子
茅野　輝章
茅野　紀子
河野　一寿
神田橋　勉
木須　治彦
北浜　道
木付　辰生
木付　靖子
木下　嘉平
木村　権作
木村　賢二

木村　秀人
木村　孝子
桐野　尚枝
國武　利貴弥
國友　健男
久保　聡子
黒田　務
黄　楷
古賀　誠
古賀　靖啓
小菅　紀武吾
小菅　亥三郎
小菅　順子
小辨野　聖也
小松　友子
小松　正隆
小柳　陽太郎
五郎丸　浩
五郎丸美佐江
阪中　三幸
坂本　彰
櫻井　英夫
佐護　美和子
佐々木　建城

佐々木　朗子
佐々木　佳重
佐竹　秀三
佐竹　冬子
佐藤　正子
佐藤　吉彦
讃井　健三
塩先　晋照
重松　源吉
重松　博子
篠原　章好
柴田　知則
柴田　好章
下田　健一
下田　純子
白水　キミ子
菅沼　寛
菅沼　由美
杉山　雄一
角　洋一郎
妹尾　和之
高須賀　俊一
高田　信一
高野　治之
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一目でわかる訪問先・交歓先 一目でわかる訪問先・交歓先 

　桃園忠列祠／H22.3.14
　海尾朝皇宮／H22.11.23
　勧化堂／H22.11.25
　林森公園／H23.11.22
　東龍宮／H23.11.23
　八田與一記念公園／H23.11.24
　台中市政府／H23.11.24

〈訪問先〉（訪問年月日順／日付は初回訪問日）

（交歓年月日順／日付は初回交歓日）

許國雄先生／ H11.3.8
台湾中日海交協会／H11.11.24
蘇金淵先生／ H11.11.25
蕭興従先生／ H11.11.25
詹徳寛先生／ H14.11.23
許文龍先生／ H14.11.24
何怡涵・陳清華ご夫妻／ H15.11.24
台灣台日海交會（旧「台灣台日海交聯誼會」）／H16.11.24
台中市日本文化協會／H16.11.25
王春茂・馮英鳳ご夫妻／ H16.11.25
沈芳以・呉月雲ご夫妻／ H17.11.25
蔡焜燦先生／ H18.11.26
台日文化經濟協會／ H18.11.26
黄明山・葉美麗ご夫妻／ H20.11.24
黄崑虎先生／H21.11.24
ラバウル會／H22.11.24

〈交歓先〉

〈一目でわかる訪問先・交歓先〉

澎湖県

澎湖諸島

台湾海峡

墾丁
潮音寺 鵝鑾鼻公園

台東

太平洋
台東県

屏東県
高雄

高雄国際空港

東方技術学院
育英医護管理専科学校

安平古堡（紅毛城）

高雄県

日本人墓地
夜市

花蓮
阿美文化村

太魯閣峡谷太魯閣峡谷

花蓮県

嘉義県

烏山頭ダム
八田與一記念館

澄清湖

愛河
寿山公園
蓮池潭

保安堂

飛虎将軍廟
孔子廟

奇美博物館

台南

台南県

貞愛親王殿下登陸記念碑

南栄技術学院

彰化県

雲林県

宜蘭県

台北県

台中
南投県 九族文化村

国史館台湾文献館

日月潭

梨山台中県

新竹県

苗栗県

濟化宮

宝覚寺
日本人墓地

台中公園

孔子廟
夜市

桃園国際空港

故宮博物院
台北101ビル

中華民國外交部
夜市

忠烈祠
龍山寺

台北

明石元二郎明石元二郎総督墓所
芝山公園芝山公園

高砂義勇隊戦没英霊記念碑高砂義勇隊戦没英霊記念碑

21

22

23

25
殉工碑46

八田與一記念公園53

49

東龍宮52

26

27

28

29 44

巴士海峡45

31

32

33 台中市政府54

50

47 三一基督長老教會

34
35

36

37
41

43

42

30
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⑩

38

48

39

①

②
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④

⑤
⑥

⑦

⑧
⑨

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮
⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

40

林森公園51

徳生長老教會

鹽水國民小學
八角樓

富安宮

桃園忠列祠

海尾朝皇宮

勧化堂

52

53

54

現地メディアの取材を受ける松俵常任顧問（台北）

現地メディアの取材を受ける小菅団長（台北）

51

50

49

48

18
http//taiwan.l-mate.net　一目でわかる訪問先・交歓先

17
一目でわかる訪問先・交歓先　http//taiwan.l-mate.net



一目でわかる訪問先・交歓先 一目でわかる訪問先・交歓先 

　桃園忠列祠／H22.3.14
　海尾朝皇宮／H22.11.23
　勧化堂／H22.11.25
　林森公園／H23.11.22
　東龍宮／H23.11.23
　八田與一記念公園／H23.11.24
　台中市政府／H23.11.24

〈訪問先〉（訪問年月日順／日付は初回訪問日）

（交歓年月日順／日付は初回交歓日）

許國雄先生／ H11.3.8
台湾中日海交協会／H11.11.24
蘇金淵先生／ H11.11.25
蕭興従先生／ H11.11.25
詹徳寛先生／ H14.11.23
許文龍先生／ H14.11.24
何怡涵・陳清華ご夫妻／ H15.11.24
台灣台日海交會（旧「台灣台日海交聯誼會」）／H16.11.24
台中市日本文化協會／H16.11.25
王春茂・馮英鳳ご夫妻／ H16.11.25
沈芳以・呉月雲ご夫妻／ H17.11.25
蔡焜燦先生／ H18.11.26
台日文化經濟協會／ H18.11.26
黄明山・葉美麗ご夫妻／ H20.11.24
黄崑虎先生／H21.11.24
ラバウル會／H22.11.24

〈交歓先〉

〈一目でわかる訪問先・交歓先〉

澎湖県

澎湖諸島

台湾海峡

墾丁
潮音寺 鵝鑾鼻公園

台東

太平洋
台東県

屏東県
高雄

高雄国際空港

東方技術学院
育英医護管理専科学校

安平古堡（紅毛城）

高雄県

日本人墓地
夜市

花蓮
阿美文化村

太魯閣峡谷太魯閣峡谷

花蓮県

嘉義県

烏山頭ダム
八田與一記念館

澄清湖

愛河
寿山公園
蓮池潭

保安堂

飛虎将軍廟
孔子廟

奇美博物館

台南

台南県

貞愛親王殿下登陸記念碑

南栄技術学院

彰化県

雲林県

宜蘭県

台北県

台中
南投県 九族文化村

国史館台湾文献館

日月潭

梨山台中県

新竹県

苗栗県

濟化宮

宝覚寺
日本人墓地

台中公園

孔子廟
夜市

桃園国際空港

故宮博物院
台北101ビル

中華民國外交部
夜市

忠烈祠
龍山寺

台北

明石元二郎明石元二郎総督墓所
芝山公園芝山公園

高砂義勇隊戦没英霊記念碑高砂義勇隊戦没英霊記念碑

21

22

23

25
殉工碑46

八田與一記念公園53

49

東龍宮52

26

27

28

29 44

巴士海峡45

31

32

33 台中市政府54

50

47 三一基督長老教會

34
35

36

37
41

43

42

30

24

⑩

38

48

39

①

②
③

④

⑤
⑥

⑦

⑧
⑨

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮
⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

40

林森公園51

徳生長老教會

鹽水國民小學
八角樓

富安宮

桃園忠列祠

海尾朝皇宮

勧化堂

52
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現地メディアの取材を受ける松俵常任顧問（台北）

現地メディアの取材を受ける小菅団長（台北）
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訪問先・交歓先一覧（第1次～第13次） 訪問先・交歓先一覧（第1次～第13次）

訪問先・交歓先一覧

第６次訪問   ８名
H.16.11.23～26  火～金
ガイド　林 英志
神職　　なし
旅行社　近畿日本ツーリスト

（11ヶ所）

第７次訪問 ２0名
H.17.11.23～26  水～土
ガイド　林 英志
神職　　なし
旅行社　近畿日本ツーリスト

（14ヶ所）

第８次訪問 35名
H.18.11.23～26 木～日
ガイド　簡 添宗
神職　　なし
旅行社　協進観光　

（12ヶ所）

第9次訪問 25名
H.19.11.23～26 金～月
ガイド　簡 添宗
神職　　なし
旅行社　協進観光　

（14ヶ所）

①日本人墓地
　（慰霊式）
②寿山公園
③夜市

（高雄泊）

①保安堂
②寿山公園
③交歓会（何怡涵・
　陳清華ご夫妻）

（台南泊）

①保安堂（慰霊式）
②交歓会（何怡涵・
　陳清華ご夫妻）
　

（台南泊）

①保安堂（慰霊式）
②奇美博物館
　⇒交歓会
　　（許文龍先生）
③交歓会（何怡涵・
　陳清華ご夫妻）　

（台南泊）

④潮音寺（慰霊式）
⑤飛虎将軍廟（慰霊式）
⑥交歓会（台灣台日海交聯
　誼會）

（台中泊）

④飛虎将軍廟（慰霊式）
⑤奇美博物館
⑥烏山頭ダム⇒八田與一・
　外代樹夫妻墓所(慰霊式)
⑦交歓会（台灣台日海交聯
　誼會）

（台中泊）

③飛虎将軍廟（慰霊式）
④奇美博物館⇒
　交歓会（許文龍先生）
⑤烏山頭ダム⇒八田與一・
　外代樹夫妻墓所(慰霊式)
　⇒八田與一記念館
⑥交歓会（台湾中日海交協会）

（台中泊）

④飛虎将軍廟（慰霊式）
⑤烏山頭ダム⇒八田與一・
　外代樹夫妻墓所(慰霊式)
　⇒八田與一記念館
⑥貞愛親王殿下登陸記念碑
⑦交歓会（台灣台日海交會）
　※台中市日本文化協會
　　合流
　　

（台中泊）

⑦宝覚寺⇒日本人墓地（慰霊式）
　⇒霊安故郷碑（慰霊祭）
⑧交歓会（台湾中日海交協会）
⑨交歓会（台中市日本文化協會）
⑩交歓会（王春茂・馮英鳳ご夫妻） 

（台中泊）

⑧宝覚寺⇒日本人墓地（慰霊式）
　⇒霊安故郷碑（慰霊祭）
⑨交歓会（台湾中日海交協会）
⑩交歓会（台中市日本文化協會）
　⇒孔子廟⇒台中公園　　　
⑪交歓会（沈芳以・呉月雲ご夫妻）
⑫夜市

　　　　　　（台中泊）

⑦宝覚寺⇒日本人墓地（慰霊式）
　⇒霊安故郷碑（慰霊祭）
⑧交歓会（台灣台日海交會）
　※台中市日本文化協會合流
⑨國史館台湾文献館（調査）
⑩濟化宮（慰霊式）

（台北泊）

⑧宝覚寺⇒日本人墓地（慰霊式）
　⇒霊安故郷碑（慰霊祭）
⑨交歓会（台湾中日海交協会）
⑩濟化宮（慰霊式）
⑪夜市

（台北泊）

⑪明石元二郎総督墓所
　（慰霊式）

⑬明石元二郎総督墓所
　（慰霊式）
⑭芝山公園（慰霊式）

⑪高砂義勇隊戦没英霊
　 記念碑（慰霊式）
⑫講話（蔡焜燦先生）
　⇒交歓会（台日文化
　　經濟協會）

⑫中華民國外交部
⑬台北101ビル
⑭交歓会（台日文化經
　濟協會）

第1日目 第2日目 第3日目 第4日目 

台湾慰霊の旅

第１次訪問 ２３名
H.11.3.6～9　土～火
ガイド　李 燕光
神職　　なし
旅行社　ヤマトトラベル

（15ヶ所）

第２次訪問 １７名
H.12.11.23～26  木～日
ガイド　陳 賜賢
神職　　なし
旅行社　近畿日本ツーリスト

（9ヶ所）

第３次訪問 ３８名
H.13.11.23～26  金～月
ガイド　陳 賜賢
神職　　古賀靖啓
旅行社　近畿日本ツーリスト
（9ヶ所）

第４次訪問 ３８名
H.14.11.23～26  土～火
ガイド　呂 見涛
神職　　古賀靖啓・田村邦明
旅行社　近畿日本ツーリスト
（12ヶ所）

第５次訪問 ２３名
H.15.11.23～26  日～水
ガイド　呂 見涛
神職　　堀川克巳
旅行社　近畿日本ツーリスト

（9ヶ所）

①故宮博物院
②忠烈祠
③龍山寺
④阿美文化村　　

（花蓮泊）

①蓮池潭
②寿山公園
③夜市　　　

（高雄泊）

①故宮博物院
②夜市

 （高雄泊）

①蓮池潭
②寿山公園
③愛河⇒交歓会
　（詹徳寛先生）
④夜市

（高雄泊）

①飛虎将軍廟
　（神事）

（台南泊）

⑤太魯閣峡谷
⑥梨山
⑦日月潭

（日月潭泊）

④育英医護管理専科学校
　⇒東方工商専科学校
　⇒交歓会（許國雄先生）
⑤孔子廟
⑥安平古堡
⑦飛虎将軍廟（慰霊式）　

（台中泊）

③東方工商専科学校
　⇒交歓会（許國雄先生）
④孔子廟　
⑤安平古堡
⑥飛虎将軍廟（神事）

（台中泊）

⑤孔子廟
⑥奇美博物館
　⇒交歓会（許文龍先生）
⑦飛虎将軍廟（神事）
⑧烏山頭ダム

（台中泊）

②烏山頭ダム⇒八田與一・
　外代樹夫妻墓所(神事)
　⇒八田與一記念館
③奇美博物館
　⇒交歓会（許文龍先生）
④南栄技術学院
⑤交歓会（何怡涵・陳清華
　ご夫妻）　　  （台中泊）

⑧宝覚寺
　⇒日本人墓地（慰霊式）
⑨飛虎将軍廟（慰霊式）
⑩安平古堡
⑪東方工商専科学校
　⇒交歓会（許國雄先生）
⑫夜市

（高雄泊）

⑧宝覚寺⇒
　日本人墓地（慰霊式）
　⇒霊安故郷碑（慰霊祭）
⑨交歓会（台湾中日海交協会）

（台北泊）

⑦宝覚寺⇒日本人墓地（神事）
　⇒霊安故郷碑
　　（慰霊祭／神事）
⑧交歓会（台湾中日海交協会）

（台北泊）

⑨宝覚寺⇒日本人墓地（神事）
　⇒霊安故郷碑
　　（慰霊祭／神事）
⑩交歓会（台湾中日海交協会）
⑪日月潭

（台中泊）

⑥宝覚寺⇒日本人墓地（神事）
　⇒霊安故郷碑
　　（慰霊祭／神事）
⑦九族文化村
⑧交歓会（台湾中日海交協会）

（台中泊）

⑬寿山公園
⑭澄清湖
⑮蓮池潭

⑨高砂義勇隊戦没英霊
　記念碑（神事）

⑫芝山公園（慰霊式）

⑨芝山公園（慰霊式）

第1日目 第2日目 第3日目 第4日目

※ ⇒について　①同じ所在地の中での移動、②ガイド以外の同一人による連続した案内箇所

（092）734-2810
〒810－0024
福岡市中央区桜坂3-12-42

處長

台北駐福岡經濟文化辦事處
取締役会長 松俵  義博代表取締役社長 榎本  敏巳曾　念祖

（093）531-4488
〒802－0081
北九州市小倉北区紺屋町1-12
榎本ビル301

榎本ビル商事㈱

不動産の総合プランナー
福岡県知事免許第（11）2626号

十一周年おめでとうございます

（0948）42-1033
〒820－0205
嘉麻市岩崎1554-10

松俵建設株式会社
総合建設業

●ご協賛ありがとうございました。 ●ご協賛ありがとうございました。

取締役支店長 弓岡  正敏
（092）732-8811
〒810－0001
福岡市中央区天神3-2-8
エキスプレスビル3階

㈱ JTBトラベル九州

旅行代理店
（社）日本旅行業協会会員

今村  由紀男代表取締役

（092）582-0927
〒816－0873
春日市日の出町6-23

総合印刷

大道印刷㈱

（092）631-2901
〒812－0045
福岡市博多区東公園7-7
福岡県庁地下1階

執行委員長 副島  賢三
福岡教育連盟
教育正常化教職員ネットワーク
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訪問先・交歓先一覧（第1次～第13次） 訪問先・交歓先一覧（第1次～第13次）

訪問先・交歓先一覧

第６次訪問   ８名
H.16.11.23～26  火～金
ガイド　林 英志
神職　　なし
旅行社　近畿日本ツーリスト

（11ヶ所）

第７次訪問 ２0名
H.17.11.23～26  水～土
ガイド　林 英志
神職　　なし
旅行社　近畿日本ツーリスト

（14ヶ所）

第８次訪問 35名
H.18.11.23～26 木～日
ガイド　簡 添宗
神職　　なし
旅行社　協進観光　

（12ヶ所）

第9次訪問 25名
H.19.11.23～26 金～月
ガイド　簡 添宗
神職　　なし
旅行社　協進観光　

（14ヶ所）

①日本人墓地
　（慰霊式）
②寿山公園
③夜市

（高雄泊）

①保安堂
②寿山公園
③交歓会（何怡涵・
　陳清華ご夫妻）

（台南泊）

①保安堂（慰霊式）
②交歓会（何怡涵・
　陳清華ご夫妻）
　

（台南泊）

①保安堂（慰霊式）
②奇美博物館
　⇒交歓会
　　（許文龍先生）
③交歓会（何怡涵・
　陳清華ご夫妻）　

（台南泊）

④潮音寺（慰霊式）
⑤飛虎将軍廟（慰霊式）
⑥交歓会（台灣台日海交聯
　誼會）

（台中泊）

④飛虎将軍廟（慰霊式）
⑤奇美博物館
⑥烏山頭ダム⇒八田與一・
　外代樹夫妻墓所(慰霊式)
⑦交歓会（台灣台日海交聯
　誼會）

（台中泊）

③飛虎将軍廟（慰霊式）
④奇美博物館⇒
　交歓会（許文龍先生）
⑤烏山頭ダム⇒八田與一・
　外代樹夫妻墓所(慰霊式)
　⇒八田與一記念館
⑥交歓会（台湾中日海交協会）

（台中泊）

④飛虎将軍廟（慰霊式）
⑤烏山頭ダム⇒八田與一・
　外代樹夫妻墓所(慰霊式)
　⇒八田與一記念館
⑥貞愛親王殿下登陸記念碑
⑦交歓会（台灣台日海交會）
　※台中市日本文化協會
　　合流
　　

（台中泊）

⑦宝覚寺⇒日本人墓地（慰霊式）
　⇒霊安故郷碑（慰霊祭）
⑧交歓会（台湾中日海交協会）
⑨交歓会（台中市日本文化協會）
⑩交歓会（王春茂・馮英鳳ご夫妻） 

（台中泊）

⑧宝覚寺⇒日本人墓地（慰霊式）
　⇒霊安故郷碑（慰霊祭）
⑨交歓会（台湾中日海交協会）
⑩交歓会（台中市日本文化協會）
　⇒孔子廟⇒台中公園　　　
⑪交歓会（沈芳以・呉月雲ご夫妻）
⑫夜市

　　　　　　（台中泊）

⑦宝覚寺⇒日本人墓地（慰霊式）
　⇒霊安故郷碑（慰霊祭）
⑧交歓会（台灣台日海交會）
　※台中市日本文化協會合流
⑨國史館台湾文献館（調査）
⑩濟化宮（慰霊式）

（台北泊）

⑧宝覚寺⇒日本人墓地（慰霊式）
　⇒霊安故郷碑（慰霊祭）
⑨交歓会（台湾中日海交協会）
⑩濟化宮（慰霊式）
⑪夜市

（台北泊）

⑪明石元二郎総督墓所
　（慰霊式）

⑬明石元二郎総督墓所
　（慰霊式）
⑭芝山公園（慰霊式）

⑪高砂義勇隊戦没英霊
　 記念碑（慰霊式）
⑫講話（蔡焜燦先生）
　⇒交歓会（台日文化
　　經濟協會）

⑫中華民國外交部
⑬台北101ビル
⑭交歓会（台日文化經
　濟協會）

第1日目 第2日目 第3日目 第4日目 

台湾慰霊の旅

第１次訪問 ２３名
H.11.3.6～9　土～火
ガイド　李 燕光
神職　　なし
旅行社　ヤマトトラベル

（15ヶ所）

第２次訪問 １７名
H.12.11.23～26  木～日
ガイド　陳 賜賢
神職　　なし
旅行社　近畿日本ツーリスト

（9ヶ所）

第３次訪問 ３８名
H.13.11.23～26  金～月
ガイド　陳 賜賢
神職　　古賀靖啓
旅行社　近畿日本ツーリスト
（9ヶ所）

第４次訪問 ３８名
H.14.11.23～26  土～火
ガイド　呂 見涛
神職　　古賀靖啓・田村邦明
旅行社　近畿日本ツーリスト
（12ヶ所）

第５次訪問 ２３名
H.15.11.23～26  日～水
ガイド　呂 見涛
神職　　堀川克巳
旅行社　近畿日本ツーリスト

（9ヶ所）

①故宮博物院
②忠烈祠
③龍山寺
④阿美文化村　　

（花蓮泊）

①蓮池潭
②寿山公園
③夜市　　　

（高雄泊）

①故宮博物院
②夜市

 （高雄泊）

①蓮池潭
②寿山公園
③愛河⇒交歓会
　（詹徳寛先生）
④夜市

（高雄泊）

①飛虎将軍廟
　（神事）

（台南泊）

⑤太魯閣峡谷
⑥梨山
⑦日月潭

（日月潭泊）

④育英医護管理専科学校
　⇒東方工商専科学校
　⇒交歓会（許國雄先生）
⑤孔子廟
⑥安平古堡
⑦飛虎将軍廟（慰霊式）　

（台中泊）

③東方工商専科学校
　⇒交歓会（許國雄先生）
④孔子廟　
⑤安平古堡
⑥飛虎将軍廟（神事）

（台中泊）

⑤孔子廟
⑥奇美博物館
　⇒交歓会（許文龍先生）
⑦飛虎将軍廟（神事）
⑧烏山頭ダム

（台中泊）

②烏山頭ダム⇒八田與一・
　外代樹夫妻墓所(神事)
　⇒八田與一記念館
③奇美博物館
　⇒交歓会（許文龍先生）
④南栄技術学院
⑤交歓会（何怡涵・陳清華
　ご夫妻）　　  （台中泊）

⑧宝覚寺
　⇒日本人墓地（慰霊式）
⑨飛虎将軍廟（慰霊式）
⑩安平古堡
⑪東方工商専科学校
　⇒交歓会（許國雄先生）
⑫夜市

（高雄泊）

⑧宝覚寺⇒
　日本人墓地（慰霊式）
　⇒霊安故郷碑（慰霊祭）
⑨交歓会（台湾中日海交協会）

（台北泊）

⑦宝覚寺⇒日本人墓地（神事）
　⇒霊安故郷碑
　　（慰霊祭／神事）
⑧交歓会（台湾中日海交協会）

（台北泊）

⑨宝覚寺⇒日本人墓地（神事）
　⇒霊安故郷碑
　　（慰霊祭／神事）
⑩交歓会（台湾中日海交協会）
⑪日月潭

（台中泊）

⑥宝覚寺⇒日本人墓地（神事）
　⇒霊安故郷碑
　　（慰霊祭／神事）
⑦九族文化村
⑧交歓会（台湾中日海交協会）

（台中泊）

⑬寿山公園
⑭澄清湖
⑮蓮池潭

⑨高砂義勇隊戦没英霊
　記念碑（神事）

⑫芝山公園（慰霊式）

⑨芝山公園（慰霊式）

第1日目 第2日目 第3日目 第4日目

※ ⇒について　①同じ所在地の中での移動、②ガイド以外の同一人による連続した案内箇所

（092）734-2810
〒810－0024
福岡市中央区桜坂3-12-42

處長

台北駐福岡經濟文化辦事處
取締役会長 松俵  義博代表取締役社長 榎本  敏巳曾　念祖

（093）531-4488
〒802－0081
北九州市小倉北区紺屋町1-12
榎本ビル301

榎本ビル商事㈱

不動産の総合プランナー
福岡県知事免許第（11）2626号

十一周年おめでとうございます

（0948）42-1033
〒820－0205
嘉麻市岩崎1554-10

松俵建設株式会社
総合建設業

●ご協賛ありがとうございました。 ●ご協賛ありがとうございました。

取締役支店長 弓岡  正敏
（092）732-8811
〒810－0001
福岡市中央区天神3-2-8
エキスプレスビル3階

㈱ JTBトラベル九州

旅行代理店
（社）日本旅行業協会会員

今村  由紀男代表取締役

（092）582-0927
〒816－0873
春日市日の出町6-23

総合印刷

大道印刷㈱

（092）631-2901
〒812－0045
福岡市博多区東公園7-7
福岡県庁地下1階

執行委員長 副島  賢三
福岡教育連盟
教育正常化教職員ネットワーク
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　平成23年11月22日(火)、桃園

空港到着後、中部国際空港出発組

と合流、羽田空港出発組の待つ松

山空港へと向かいました。空港に

着くと、地元メディアの記者数人

が待ち構えており、小菅団長と松

俵義博常任顧問が囲まれて共同取

材を受けました。この模様は台湾

のテレビやインターネットで広く

紹介されました。

　インタビューを終えた一行は、

専用バスで最初の訪問先である中

華民國外交部へと向かいました。

　外交部に到着すると、待ってお

られたのは、慰霊団発足時より大

変お世話になった、元台北駐福岡

經濟文化辦事處處長だった黄明朗

亞東関係協会秘書長でした。久し

振りの再会で懐かしく、また不思

議な縁を感じました。

　黄秘書長の福岡時代の思い出も

含めた歓迎の挨拶に続いて、小菅

団長は従来の慰霊と交流に加え、

東日本大震災の復興支援への感謝

と中華民國建国100周年のお祝

いも目的としている旨の答礼の辞

を述べました。そして図らずも建

国100周年記念のバッジと名刺

入れを全員が記念品として戴きま

した。

　黄秘書長を交えて外交部の玄関

で記念写真を撮った後、一行は次

の訪問先の烏来へ向かいました。

中華民國外交部・台日文化經濟協會・台中市政府表敬訪問 中華民國外交部・台日文化經濟協會・台中市政府表敬訪問

　烏来の高砂義勇隊戦没英霊記念

碑での慰霊式を終えた一行は、台

北市内に戻り、台日文化經濟協會

主催の歓迎会に臨みました。会場

には、各テーブルに団員一人ひと

りの名前を書いた席札が置かれて

いて、変わらぬ細やかな配慮に感

じ入りました。

　鄭祺燿会長の歓迎の挨拶、小菅

団長の答礼の挨拶が終わると開宴

となり、美味しい料理に舌鼓を打

ちながら親交を深めました。この

席には昨年まで福岡の辦事處でお

世話になった向明徳領事事務局組

長が同席されていてお元気な様子

に安堵しました。

　例年、最終日に歓迎会を設けて

いただいていましたが、帰国直前

で飛行機の時間等でいつもバタバ

タとしていて失礼が気になってい

ましたが、ようやく胸の痞えが取

れた感じがしました。

　11月24日(木)、烏山頭水庫を

後にした一行は台中市政府(市役

所)で、この日日本を発った二泊

三日のBグループ7名の団員と合

流しました。新築されて間もない

庁舎は銀色に輝く立派なもので、

その威容に誰もが圧倒されまし

た。団員は隊列を組んで庁舎内に

入り、念願の表敬訪問を果たしま

した。案内された会場は、市政府

のトップや外国からの要人のため

の会議室で、破格の待遇でした。

　接待して下さったのは蔡炳坤副

市長で、中学校の校長出身で実直

な方でした。歓迎の挨拶の中で、

12年前の台湾中部の大地震の際

に日本の救助隊が一番最初に駆け

つけてくれたことを台湾の人は忘

れておらず、台中市民が義捐活動

を開始すると雨の降りしきる中、

僅か2時間で800万円集まったこ

とを紹介されました。これに対し

て小菅団長は、「大震災に対する

世界一の援助の淵源は、50年間

の日本統治時代の先人の努力にあ

り、日本と台湾は地下水で繋がっ

た兄弟国であって、八田與一の功

績を今尚顕彰し続けて下さること

に敬意を表します」と答礼の挨拶

で述べ、Bグループの金澤明夫副

団長に持ってきてもらった「復興

支援感謝」の手拭いを贈呈して応

えました。

　1時間余りの表敬訪問を無事終

え、蔡副市長を囲み「ありがとう

台湾　慶祝中華民國建國100

年」の横断幕を掲げて記念写真を

撮り、市庁舎を後にしました。夕

暮れの市庁舎広場はイルミネーシ

ョンが美しく幻想的な空間でし

た。

　表敬訪問の会見の模様は台中市

政府広報局の関係者をはじめ多く

の報道機関が取材をしており、早

速、台中市政府等の公式ブログに

写真と会見内容が掲載されまし

た。
台日文化經濟協会（鄭祺耀会長）の歓迎夕食会

蔡炳坤副市長を囲んでの記念撮影（台中市政府）

中華民國外交部・
台日文化經濟協會・
台中市政府（市役所）

表 敬 訪 問

挨拶する黄明朗亞東関係協会秘書長
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結団式・壮行会～帰朝報告会・新年会 結団式・壮行会～帰朝報告会・新年会結団式・壮行会～帰朝報告会・新年会 結団式・壮行会～帰朝報告会・新年会

結団式・壮行会～帰朝報告会・新年会

横断幕掲げ台湾中を走行・・・大歓迎

　平成23年度「第13次日華(台)親

善友好慰霊訪問の旅」の結団式・壮

行会には、曾念祖・台北駐福岡經濟

文化辦事處處長、津田信太郎・福岡

市議会議員、田村豐彦・福岡縣護國

神社宮司らの来賓をはじめ、慰霊訪

問団の役員、旅の参加者、九栄会会

員、台湾からの留学生ら67名が参

集、慰霊訪問の旅の成功を祈念す

るとともに日台の友好親善の絆を深

めた。

　今回は、11月22日(火)から26日

(土)まで、福岡県内から39人、県外

から17人(関東8人)の合計45人が

参加、台湾各地を訪問する。

　午後5時すぎから始まった結団式

では、日台両国の国旗敬礼、国歌斉

唱に続き、先の大戦で亡くなった台

湾人元日本兵軍人軍属並びに慰霊

訪問事業に尽力し、志半ばに亡くな

られた方に対し黙祷を捧げた後、訪

問団副団長の西山洋氏が開式の辞

を述べた。次いで訪問団事務局の

原田和典氏が経過報告を行い、今

回の慰霊訪問の旅の日程などを簡

潔に説明した。また、訪問の旅を成

功させるために参加者の支援と協

力を呼びかけた。

　続いて、訪問団を代表して小菅団

長が挨拶に立ち、今年で13回目を

迎える慰霊訪問の旅を実施してきた

過程での留意点について①英霊と

の対面、向き合いにこだわってきた

②現地で戦死者の慰霊の灯を守り

続けてきた人や、日本時代の名所旧

跡を管理している人たちとの交流を

大事にしてきた③訪問する場所に

ついて、調査・開拓を大事にし、いろ

んな所とご縁ができた④訪問団だ

けの行事にするのではなく、精神的

に一体感を共有してくれそうな多く

の団体などに協力、支援を呼びか

け、門を叩き続けてきた⑤訪問団へ

の参加を呼びかけ毎年1万通以上

のダイレクトメールを発送、告知活

動に余念がなかった⑥壮行会・帰

朝報告会など式典、行事をきちんと

実施してきた⑦訪問の記録を毎回

定期刊行物｢ライセンスメイト｣に集

大成した⑧職員で世話人会を作り、

情報、志の共有をしてきた―の8点

を挙げ、さらに｢実施していく過程で

いろんなことがありましたが、台湾に

行くという強い気持ちでやってきまし

た。台北駐福岡經濟文化辦事處の

方も一所懸命支えて下さった。今年

は中華民國建国100年にあたり、こ

ういう年に訪問団が辿りついたとい

うことで、感慨深いものがあります。

この旅は単なるイベントではありま

せん。一つしかない命を日本のため

に捧げられた方々への供養の旅で

す。この趣旨に今回45名が賛同さ

れ、訪問団が編成できたことは喜び

に耐えません」と語り、慰霊訪問の旅

の成功と日台の絆の更なる深化へ

強い決意を述べた。

　次いで来賓を代表して黄水益氏

が挨拶に立ち、曾處長の祝辞を代

読、小菅団長をはじめ訪問団員が、

永年に亘り戦没者の慰霊や日本と

台湾との家族・兄弟交流を継続して

いることに敬意を表し、日本と台湾

との友好親善促進に尽力しているこ

とに謝意を述べた。さらに｢日本と中

華民國台湾とは歴史的にも切っても

切れない絆で結ばれています。これ

からもお互いに、信頼し、協力してい

くことが必要不可欠だと確信してい

ます」と代読、引き続き中華民國台

湾への支援と協力を呼びかけた。

　昨年11月に実施した｢第13次日

華(台)親善友好慰霊訪問の旅｣の

帰朝報告会・新年会は平成24年1

月21日(土)、福岡市内の平和樓本

店で開催され、約70名が参集し訪

問団員の無事帰国を祝うとともに、

日･台の親善友好をさらに深めた。

　午後5時過ぎからはじまった帰朝

報告会では訪問団員の田中道夫氏

が｢日台両国民の“家族交流･兄弟

交流”をさらに深め、その中から多く

のことを学び、両国の運命の縦糸と

両国国民の絆という横糸ですばらし

いものを織り続けて行きたい」と開

会のことばを述べた。

　続いて訪問団を代表して小菅団

長が挨拶に立ち、今回の13次での

旅で特に成し遂げたことを述べた。

　慰霊訪問の旅では、宝覚寺での

原台湾人元日本兵軍人軍属戦没者

慰霊祭をメイン行事としているが、

今回の第13次では、中華民國建国

100年への祝意を表すとともに東日

本大震災への台湾の支援に対する

感謝の念を伝えることを大きな目的

とした。「ありがとう台湾　慶祝中華

民國建国100年」と書いた横断幕を

掲げ、移動のバスの両側にも同様

の張り紙をして台湾中を走り回った。

このことは台湾でも大変喜ばれ、歓

迎を受けた。また、小菅団長は、今回

の旅の特筆すべきこととして①宝覚

寺での日本人墓地における慰霊式

に日本人観光客71人が参加した②

念願だった台中市政府表敬訪問が

3年越しに成就、蔡炳坤副市長の歓

待を受けた。宝覚寺での慰霊式・慰

霊祭が市政府の公式ブログで告示

された③曾處長による台湾の報道

機関への事前連絡により、空港に到

着した初日から取材攻めにあい

大々的に報道された―の3点を挙

げた。最後に小菅団長は「大震災復

興支援へのお礼、中華民國建国

100年の件は、訪問団の活動が1ス

テージも2ステージも上に上がった

ような感じがします。この活動も点か

ら線、そして面への広がりを持つに

至りました。台湾の皆様にもすっかり

信頼され、私たちとの交流を心待ち

にしておられる方が増えています。私

たちは13年に及ぶ訪問で体得した

貴重な経験を今後の両国関係のさ

らなる強化に役立てていきたい」と

述べ、今秋実施される第14次慰霊

訪問への参加と協力を呼びかけた。

　来賓を代表して黄水益氏は、曾念

祖處長のメッセージを代読、訪問団

が永年に亘り、戦没者の慰霊及び

日台交流への支援を実施してきた

ことに謝辞を述べたあと、今回の旅

が特に「台湾感謝｣という、東日本大

震災に対する台湾の支援に感謝の

念を表した横断幕を掲げて台湾を

訪問、台湾の新聞やテレビを通じて

大きく報道されたことについて、小

菅団長はじめ団員の真心が台湾の

民衆に伝えられ、両国国民の交流

が深められたのではないかと語り、

「今後ますます日本と中華民國台湾

との友好の絆が強くなることを祈念

します」と述べた。その後、小野正明

氏が団員感想を発表した。

　昨年初めて参加した小野氏は

「訪問団に同行し、この行事が日台

双方の将来にとっていかに大事な

ものであるか痛感しました。小菅団

長はじめ今までに参加された方に

心から敬意を表したい」と述べ、宝

覚寺での慰霊祭と“台湾の靖國神

社”といわれる濟化宮で、日本のた

めに散華された2万8000人の位牌

を目にし、涙が溢れ、感謝の念で一

杯になった忘れ難い体験を語り、

「台湾での後継者を絶やさないた

めにも、ぜひ慰霊訪問を続けていく

ことが大切です」と強調した。

　第2部の新年会では、津田信太

郎・福岡市議会議員も駆けつけ、台

北駐福岡經濟文化辦事處の黄水益、

呉沛晃の両氏、野口裕之・産經新聞

九州総局長や台湾在日福岡留学生

会の蕭家如会長や留学生も参加し

て賑やかに催された。

　訪問団員の反田邦彦氏が開会の

ことばを述べスタート。来賓の野口

裕之・産經新聞九州総局長が祝辞

を述べた。野口氏は｢台湾総統選挙

後の台中関係は一体どうなるのか、

最近よく質問を受けますが、私は『台

中関係を心配するより、或いは日台

関係、台米関係を気にするよりもまず、

我々の足元をしっかり見なければな

らない』と言っています。外交ではこ

とごとく諸外国の風下に立っていま

す。我々がしっかりしなければ台湾

は中国の側に行き、米国も日本を見

限るでしょう。問題は我が国自体に

あります。今、イランがホルムズ海峡

を封鎖しようとしています。

　同盟国の米国は、国防長官が戦

争も辞さないと宣言しました。我が

国は9割のエネルギー資源をホル

ムズ海峡に頼っているにも拘わらず、

未だに経済一辺倒の憂いしか言っ

ていません。外交というのは、すべか

らく砲艦外交なのです。強い意識を

持って外交を進めなければなりませ

ん。文字通り命がけの決意こそが、

台湾と日本の絆をより深くする最高

の姿勢だと思います」と語った。

　次いで、錦慧流師範教授錦慧岳

泉さんによる祝舞｢大黒舞｣が披露

され、九栄会副会長の上野和彦氏

の乾杯の音頭で祝宴に移った。祝

宴では、軍歌の合唱など和気藹 と々

した雰囲気の中で、台湾訪問の話に

花が咲き、日台の友好の絆を深める

とともに、今秋の第14次訪問に向け

力強い一歩となった。

第13次台湾親善友好慰霊訪問の旅

和やかに記念撮影 松俵常任顧問へ感謝状の贈呈
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横断幕掲げ台湾中を走行・・・大歓迎

　平成23年度「第13次日華(台)親

善友好慰霊訪問の旅」の結団式・壮

行会には、曾念祖・台北駐福岡經濟

文化辦事處處長、津田信太郎・福岡

市議会議員、田村豐彦・福岡縣護國

神社宮司らの来賓をはじめ、慰霊訪

問団の役員、旅の参加者、九栄会会

員、台湾からの留学生ら67名が参

集、慰霊訪問の旅の成功を祈念す

るとともに日台の友好親善の絆を深

めた。

　今回は、11月22日(火)から26日

(土)まで、福岡県内から39人、県外

から17人(関東8人)の合計45人が

参加、台湾各地を訪問する。

　午後5時すぎから始まった結団式

では、日台両国の国旗敬礼、国歌斉

唱に続き、先の大戦で亡くなった台

湾人元日本兵軍人軍属並びに慰霊

訪問事業に尽力し、志半ばに亡くな

られた方に対し黙祷を捧げた後、訪

問団副団長の西山洋氏が開式の辞

を述べた。次いで訪問団事務局の

原田和典氏が経過報告を行い、今

回の慰霊訪問の旅の日程などを簡

潔に説明した。また、訪問の旅を成

功させるために参加者の支援と協

力を呼びかけた。

　続いて、訪問団を代表して小菅団

長が挨拶に立ち、今年で13回目を

迎える慰霊訪問の旅を実施してきた

過程での留意点について①英霊と

の対面、向き合いにこだわってきた

②現地で戦死者の慰霊の灯を守り

続けてきた人や、日本時代の名所旧

跡を管理している人たちとの交流を

大事にしてきた③訪問する場所に

ついて、調査・開拓を大事にし、いろ

んな所とご縁ができた④訪問団だ

けの行事にするのではなく、精神的

に一体感を共有してくれそうな多く

の団体などに協力、支援を呼びか

け、門を叩き続けてきた⑤訪問団へ

の参加を呼びかけ毎年1万通以上

のダイレクトメールを発送、告知活

動に余念がなかった⑥壮行会・帰

朝報告会など式典、行事をきちんと

実施してきた⑦訪問の記録を毎回

定期刊行物｢ライセンスメイト｣に集

大成した⑧職員で世話人会を作り、

情報、志の共有をしてきた―の8点

を挙げ、さらに｢実施していく過程で

いろんなことがありましたが、台湾に

行くという強い気持ちでやってきまし

た。台北駐福岡經濟文化辦事處の

方も一所懸命支えて下さった。今年

は中華民國建国100年にあたり、こ

ういう年に訪問団が辿りついたとい

うことで、感慨深いものがあります。

この旅は単なるイベントではありま

せん。一つしかない命を日本のため

に捧げられた方々への供養の旅で

す。この趣旨に今回45名が賛同さ

れ、訪問団が編成できたことは喜び

に耐えません」と語り、慰霊訪問の旅

の成功と日台の絆の更なる深化へ

強い決意を述べた。

　次いで来賓を代表して黄水益氏

が挨拶に立ち、曾處長の祝辞を代

読、小菅団長をはじめ訪問団員が、

永年に亘り戦没者の慰霊や日本と

台湾との家族・兄弟交流を継続して

いることに敬意を表し、日本と台湾

との友好親善促進に尽力しているこ

とに謝意を述べた。さらに｢日本と中

華民國台湾とは歴史的にも切っても

切れない絆で結ばれています。これ

からもお互いに、信頼し、協力してい

くことが必要不可欠だと確信してい

ます」と代読、引き続き中華民國台

湾への支援と協力を呼びかけた。

　昨年11月に実施した｢第13次日

華(台)親善友好慰霊訪問の旅｣の

帰朝報告会・新年会は平成24年1

月21日(土)、福岡市内の平和樓本

店で開催され、約70名が参集し訪

問団員の無事帰国を祝うとともに、

日･台の親善友好をさらに深めた。

　午後5時過ぎからはじまった帰朝

報告会では訪問団員の田中道夫氏

が｢日台両国民の“家族交流･兄弟

交流”をさらに深め、その中から多く

のことを学び、両国の運命の縦糸と

両国国民の絆という横糸ですばらし

いものを織り続けて行きたい」と開

会のことばを述べた。

　続いて訪問団を代表して小菅団

長が挨拶に立ち、今回の13次での

旅で特に成し遂げたことを述べた。

　慰霊訪問の旅では、宝覚寺での

原台湾人元日本兵軍人軍属戦没者

慰霊祭をメイン行事としているが、

今回の第13次では、中華民國建国

100年への祝意を表すとともに東日

本大震災への台湾の支援に対する

感謝の念を伝えることを大きな目的

とした。「ありがとう台湾　慶祝中華

民國建国100年」と書いた横断幕を

掲げ、移動のバスの両側にも同様

の張り紙をして台湾中を走り回った。

このことは台湾でも大変喜ばれ、歓

迎を受けた。また、小菅団長は、今回

の旅の特筆すべきこととして①宝覚

寺での日本人墓地における慰霊式

に日本人観光客71人が参加した②

念願だった台中市政府表敬訪問が

3年越しに成就、蔡炳坤副市長の歓

待を受けた。宝覚寺での慰霊式・慰

霊祭が市政府の公式ブログで告示

された③曾處長による台湾の報道

機関への事前連絡により、空港に到

着した初日から取材攻めにあい

大々的に報道された―の3点を挙

げた。最後に小菅団長は「大震災復

興支援へのお礼、中華民國建国

100年の件は、訪問団の活動が1ス

テージも2ステージも上に上がった

ような感じがします。この活動も点か

ら線、そして面への広がりを持つに

至りました。台湾の皆様にもすっかり

信頼され、私たちとの交流を心待ち

にしておられる方が増えています。私

たちは13年に及ぶ訪問で体得した

貴重な経験を今後の両国関係のさ

らなる強化に役立てていきたい」と

述べ、今秋実施される第14次慰霊

訪問への参加と協力を呼びかけた。

　来賓を代表して黄水益氏は、曾念

祖處長のメッセージを代読、訪問団

が永年に亘り、戦没者の慰霊及び

日台交流への支援を実施してきた

ことに謝辞を述べたあと、今回の旅

が特に「台湾感謝｣という、東日本大

震災に対する台湾の支援に感謝の

念を表した横断幕を掲げて台湾を

訪問、台湾の新聞やテレビを通じて

大きく報道されたことについて、小

菅団長はじめ団員の真心が台湾の

民衆に伝えられ、両国国民の交流

が深められたのではないかと語り、

「今後ますます日本と中華民國台湾

との友好の絆が強くなることを祈念

します」と述べた。その後、小野正明

氏が団員感想を発表した。

　昨年初めて参加した小野氏は

「訪問団に同行し、この行事が日台

双方の将来にとっていかに大事な

ものであるか痛感しました。小菅団

長はじめ今までに参加された方に

心から敬意を表したい」と述べ、宝

覚寺での慰霊祭と“台湾の靖國神

社”といわれる濟化宮で、日本のた

めに散華された2万8000人の位牌

を目にし、涙が溢れ、感謝の念で一

杯になった忘れ難い体験を語り、

「台湾での後継者を絶やさないた

めにも、ぜひ慰霊訪問を続けていく

ことが大切です」と強調した。

　第2部の新年会では、津田信太

郎・福岡市議会議員も駆けつけ、台

北駐福岡經濟文化辦事處の黄水益、

呉沛晃の両氏、野口裕之・産經新聞

九州総局長や台湾在日福岡留学生

会の蕭家如会長や留学生も参加し

て賑やかに催された。

　訪問団員の反田邦彦氏が開会の

ことばを述べスタート。来賓の野口

裕之・産經新聞九州総局長が祝辞

を述べた。野口氏は｢台湾総統選挙

後の台中関係は一体どうなるのか、

最近よく質問を受けますが、私は『台

中関係を心配するより、或いは日台

関係、台米関係を気にするよりもまず、

我々の足元をしっかり見なければな

らない』と言っています。外交ではこ

とごとく諸外国の風下に立っていま

す。我々がしっかりしなければ台湾

は中国の側に行き、米国も日本を見

限るでしょう。問題は我が国自体に

あります。今、イランがホルムズ海峡

を封鎖しようとしています。

　同盟国の米国は、国防長官が戦

争も辞さないと宣言しました。我が

国は9割のエネルギー資源をホル

ムズ海峡に頼っているにも拘わらず、

未だに経済一辺倒の憂いしか言っ

ていません。外交というのは、すべか

らく砲艦外交なのです。強い意識を

持って外交を進めなければなりませ

ん。文字通り命がけの決意こそが、

台湾と日本の絆をより深くする最高

の姿勢だと思います」と語った。

　次いで、錦慧流師範教授錦慧岳

泉さんによる祝舞｢大黒舞｣が披露

され、九栄会副会長の上野和彦氏

の乾杯の音頭で祝宴に移った。祝

宴では、軍歌の合唱など和気藹 と々

した雰囲気の中で、台湾訪問の話に

花が咲き、日台の友好の絆を深める

とともに、今秋の第14次訪問に向け

力強い一歩となった。
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